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リアルで高ಖ細なVRコンテンツの制作に
高性能なワークステーションを採用
AR/VRのコンテンツやソリューションを開発しているプレミアムアーツは、
制作用のঁードウख़アとしてDell Precisionワークステーションを採用 
し続けている。ਓ業用のドローンエミュレータでのリアルな地஄や௯ବを
ગ現するVRの制作でも、15台のDell Precision Tower 5810を導入した。

಩൸コンテンツ制作  |  日本 

1/10～1/20
ঁードウख़ア性能਱上に合わせ
た制作ੵஙのৄઉしでਉ価૨を
1/10～ 1/20にৣऑて提供価ત
に反಩することで、AR/VRをઁ
めることができる。

2೅
য়৬視を実現するため、ం右૏
ཽ用の3DCG画൸を生ਛするた
め、通常の3ڼڸڹ画൸の生ਛ
よりも、2೅の૪理能力が必要な
VR制作が、スムーズに行える。

ソリューション
クライアントソリューション ٴ
 -  Dell Precision Tower 5810

 -  Dell Precision Tower 3620

クライアントサポート٭エンタープライズ ٴ
 -  Dell ProSupport

ビジネス課題
AR/VRコンテンツを制作するため、常に૪理能力の高いワークステー
ションを求めていたプレミアムアーツは、最先ഈのソフトウख़ア、CPU、
GPUに迅速に対応するワークステーションとしてDell Precisionワー
クステーションを採用し、ੑ 画的に導入し続けている。

導入஍ટ
ବ௴のગ現性が高く、リアルでಸ張૎を持ってトレーニングできるド  ٴ
ローンエミュレータを開発。

、作業஍૨の਱上によって納期の厳しいਓ業用のビジネスを૭能とし  ٴ
品質管理もしっかりと行える。

ঁ  ٴ ードウख़ア性能の਱上に合わせて制作ੵஙをৄઉすことでਉ価૨
を 1/10～ 1/20にৣऑ、提供価તに反಩することでਓ業用のAR/VR

のビジネス価கを高める。

2015年7月にਝয়された株式会社プレミアムアーツ（以ৣ、プレミア
ムアーツ）は、3D/2Dグラフィックをはじめ、AR（拡張現実）やVR（ෘ想
現実）のコンテンツ開発・制作を行っている。エンターテインメント਱け
の3DCGだけでなく、ਓ業਱けのAR/VRソリューションを提供し、ਓ業
਱けドローンの開発・販売を行う株式会社ঽ൅制౪システムଢ଼஢所（以ৣ、
ACSL）と連௚して、ドローンड़ペレーター育ਛを目的としたエミュレー
タを開発している。

従来から、グラフィック制作の੦ೕとしてDell Precisionワークステー
ションを利用してきたプレミアムアーツでは、ドローンエミュレータの
開発現場でも 15台のDell Precision Tower 5810を採用。ドローンがఄ
行する૬間にಖ細な地஄を๜画させ、リアリティのあるఄ行৬ୡができ
るエミュレータを作り上ऑている。

ドローンड़ペレーターを育ਛする 
エミュレータを開発
।ーム業界などでさまざまなコンテンツやソフトウख़アを開発・プロ

デュースしてきた株式会社プレミアムアーツ代表取ഁ役の৛ଡ଼ਮ౶氏は、
৊社の൉業理由をઃのように話す。「エンターテインメント਱けのデジ
タルコンテンツやソリューションだけではなく、これまでသったデジタ
ルૼ୒を使って、ਓ業਱けのソリューションをしっかりと行いたいと考
えています。現૔は、エンタテンイメントのビジネスが大઄ですが、ల来
的には全৬の7સくらいをਓ業਱けのビジネスにしていき、ਓ業਱けの
AR/VRソリューションを提供していきたいですね」。

ਓ業用のAR/VRのニーズは高まっており、७ールスプロモーション
の一環としてਓ業਱けの機器をどのようにଦ઼するかをビジュアル化し
たり、作業੐示やトレーニング内容を具৬的にৄせるなどのニーズがあ
るという。৛ଡ଼氏は20年以上৐から3DCGに関わってきており、そのૼ
୒力を生かし、੒઴に合わせて最ిなクड़リティとコストを提案している。
また、スタッフの੗くがエンジニアで構ਛされ、プログラミングで૭視化
したり、৿かすことができることや、グローバルな人材でローカライズな
どの案੯にも対応できるという強みも持っている。

ACSLと連௚してドローンエミュレータのプロジख़クトをয়ち上ऑた
きっかけは、৛ଡ଼氏がACSLのCOOである୬田ඥຨ氏と出会ったこと
だという。「お൩いの会社に௪௡を持って情報交換しているうちに、ਓ業
用ドローンはホビードローンにૻべて大きく重いため、実機でのトレー
ニングがなかなかできないという話になりました。೑رは以৐、ঽ৿੤
会社のൂ౅でঐーॣティング用に電気ঽ৿੤のドライブエミュレータを
作ってショールームでਁ開したことがあり、お൩いのૼ୒を組み合わせ
れば、高品質のエミュレータが作れるのではないかと考えました。ベン
チャーのスピード૎で、まङやってみようということになり、૏社のエン
ジニアが一คになって開発をਤめていきました」と৛ଡ଼氏は話す。

エミュレータは、ACSLが作っていたものをベースに、ドローンのఄ行
を制౪する物理エンジンはACSLが、機৬やフィールドなどのఄ行エリ
アのグラフィックをプレミアムアーツが૿ਊする஄で開発がਤめられた。

また、ଠ౜などの環境を૗えられるようになっており、ドローンが௯の୶
஭をどのように受けるかをACSLがੑ઴し、それに੦づいてプレミアム
アーツがドローンの৿きを๜写している。

౥ਛしたドローンエミュレータでは、たとえば長崎਩の大੨湾や東਎
のお台場の地஄や௯ବがಖഡにગ現された中でドローンをఄ行させるこ
とができ、ଶᅡのメンテナンスといった特定の૾யやシナリड़でトレー
ニングを行えるようになっている。ACSLも、エミュレータの画質や操作
のગ現性やリアル性が高く、ドローンड़ペレーターがಸ張૎を持ってト
レーニングを実઱してもらえると高く評価している。

高品質なVRコンテンツ制作で 
Dell Precisionを採用
プレミアムアーツは、ਝয়したਊ時からDell Precisionワークステー

ションを利用しており、৛ଡ଼氏ঽମも 10年以上Dell Precisionワークス
テーションを利用し続けていると話す。「VRコンテンツは、コンピュー
タの૪理能力をフルણ用することが求めるため、一般的なPCレベルでは、
安定して৿作できङ、企業਱けの3DCGやCADに対応したワークステー
ションが必要になります。また、現場では、想൸以上に੗くの数のソフト
ウख़アを৊時に৿かしており、10～20のソフトウख़アを৊時に使って
いることもあります。ワークステーションであれば、安定してメモリ管
理を行え、そのような場合でも安心して利用できます」と৛ଡ଼氏は話す。

また、VRコンテンツは、ం目用と右目用の2つの画൸を生ਛする必要
があるため、3DCGの2೅のレンダリングが必要になり、高଀෰な環境
に耐えられるঁードウख़アが必要となる。「ৗしいソフトウख़ア、CPU、
GPUなどが出てきて性能が上がってきている中で、デルはそれらに迅速



「プレミアムアーツの設立当時から 

Dell Precisionワークステーションを 

使っており、私個人としては 10年くらい 

Dell Precisionワークステーションを 

使い続けています。 
最新技術への対応が早く、 
安定して利用できることが 

使い続けている理由ですね。 
ドローンエミュレータでは、 
高精細でリアルな地形や 

風景のVRコンテンツを制作するために、 
Dell Precision Tower 5810を 

活用しています」

株式会社プレミアムアーツ
代表取締役
山路 和紀 氏

に対応し、最先端の製品を組み込んだワークステーションを提供してく
れます。頑丈で壊れにくく、メンテナンス性が高いことも採用し続けて
いる理由です。案件によっては、クライアントの指定でグラフィックカー
ドを変えなければならない場合がありますが、サポートガイドを見なが
ら簡単に取り替えることができますね」と山路氏は話す。

今回の導入でプレミアムアーツは、15台の Dell Precision Tower 

5810のほかに、Dell Precision Tower 3620も4台導入している。山路
氏によれば、3DCGでは5,000～ 1万ポリゴンであるのに対し、VRコン
テンツでは 100万～300万ポリゴンが必要となり、数百倍のデータ処理
量となるため、VRコンテンツはDell Precision Tower 5810、3DCGは
Dell Precision Tower 3620と使い分けているのだという。また、ビデ
オカードはNVIDIA Quadro M6000を採用しており、山路氏は「長時間
使っていても、安定して利用できます」と評価している。

Dell Precisionの進化で 
ビジネスが広がる

2年ごとの計画で新しいワークステーションを導入しているという山
路氏は、「Dell Precision Tower 5810は、安定性が2倍くらいになって
いるという印象を受けており、処理が重くなるなどのパフォーマンスの
悩みが格段に減っていると感じていますね。制作スタッフからも、作業
効率が上がったという声が出てきています」と話す。また、筐体デザイン
が変り、ネジを外さなくても開けられることや、持ちやすくなることで、
スタッフの席替えや会議室へのワークステーションの持込を行いやすく
なり、機動性が上がったことも評価している。

サポートについては、「迅速に対応してくれているという印象があり
ますね。マシン固有のサポート番号が付けられているため、番号を伝え
るだけで過去の問い合わせ内容なども把握し、話が早いと感じています。
メモリやHDDなどの不具合に関しても、迅速に交換してくれるので、
安心できます」と山路氏は話す。CPUやGPUの性能が上がり、ワーク
ステーションが進化していることについても、作業効率が上がることで
さまざまな可能性が生まれると付け加える。「ワークステーションの性
能が向上することで、納期が厳しい産業向けのソリューションでもスケ
ジュールどおりに制作できるようになり、品質管理もしっかり行える
と考えています。また、グラフィックカードなどのハードウェア性能が
精細な地形や街の3DCGを作るだけの能力に近づいて来たことを感じ
ますね。以前は、分割しないと制作できないといった制約もありました。
VRでは、2倍の処理能力が必要となってきますが、VR-Readyと呼ばれ
るVRに最適なワークステーションが登場してきているので、環境が徐々
に整ってくることを期待しています。ハードウェアの進化に合わせて仕
事のやり方を変えて、手作業の工程を自動化したり、ツール同士をリンク
させるなどの工夫を行うことで、原価率を 1/10～ 1/20に下げることが
でき、お客様への提供価格に反映させることができるのではないかと思
います。AR/VRを進化させて広げていくために、高品質なコンテンツを
お客様が納得できる価格で提供できるようにすることで、ビジネスとし
ての価値が生まれるはずです」。 専門スタッフへの 

お問い合わせ
お客様導入事例の一覧は 

こちらから
この記事を共有するDellのワークステーションの 

詳細はこちらから

株式会社プレミアムアーツ
代表取締役
山路 和紀 氏

産業用のAR/VRソリューションを 
進めていく
「今後は、1人 2台のワークステーションを使い分ける環境でさらに
作業効率を向上させるため、1年～ 1年半でワークステーションの数
を 2倍にしたいですね」と話す山路氏。Dell Precision 7720のような
VR-Readyのモバイルワークステーションへの興味についてたずねる
と、次のように答えてくれた。「モバイルワークステーションでVRが利
用できれば、お客様の現場やプレゼンテーションで利用できる場所に
持っていけるため、非常にニーズが高いと思います。海外にも持って行
けて、我々が制作に使うだけでなく、エンドユーザが利用する場所に置
く用途としても求められるでしょう。Dell Precision 7720はまだ検証
していませんが、期待できる製品だと思います」。

今後、プレミアムアーツではデルに向けたコンテンツの作成も計画し
ている。「さまざまなアイデアがありますが、ドローンエミュレータで
制作した日本全国の地形を飛行していくVRを応用したものも考えて
います。我々が培ってきたVRコンテンツのノウハウを詰め込んだコン

テンツがデルのハードウェアで軽快に動くことを証明するために、グラ
フィッククォリティの高いコンテンツを提供したいですね」と話す山
路氏は、地形データを使ったVRはさまざまな用途で応用・活用できる
という手ごたえがあると感じているようだ。

「今後は、デルとパートナーとして連携して、デルのハードウェアに
我々のソリューションを一体化してサービスできるようになることを
目指しています。たとえば、地形のソリューションをデルとともにグロー
バルに展開できるようになるといいですね。そのためには、デルが認め
てくれるくらいのソリューションを開発する必要があります。これを
実現するために、我々は産業用ソリューションにしっかりとフォーカス
して、高品質なコンテンツを提供していけるようになることが重要だと
考えています」と話す山路氏。プレミアムアーツは、今後も産業に役立
つ高品質なコンテンツを制作し、AR/VRの普及を進めていくことは間
違いない。
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ઃ世代デイトレーディングシステム
「ALPHA8」で଻人਺ৱੇに
プロの環境を提供
SBI BITSは、଻人਺ৱੇやஆয়௺フィナンシャルアドバイ
२ーに਱けた安心・඿ి・高性能のデイトレーディングシステム
「ALPHA8」を、デルのワークステーションと43インチ ঐルチク
ライアントモニタを੦ೕに開発した。

ؙ大ઠのデイトレーダーの中には、証ଊ会社などでプロップトレーディン
グやファンドঐネジメントを૿ਊしていたスペシャリストも੗く、できれ
ば会社で使っていたのと৊等のパフज़ーঐンスを持ったシステムを利用し
たいと஦んでいる。また、最ੂからデイトレーディングを専業とする଻人
਺ৱੇの中にも、現૔使用している PCのスペックに不満を持つ人が૘な
くない。SBI BITSは、そうしたトレーダーのニーズに応えられるソリュー
ションを提供したいと考えた。

これまでのトレーディングഈଜ
とのૻຎでਦ౅性を 70٫以上
਱上

デル製品の採用で଻人਺
ৱੇの IT環境をプロレベ
ルに

堅牢なਝੑが઱されたデルのタワー஑ワークステーションにより、従
来のトレーディングഈଜとૻべてਦ౅性を 70٫以上਱上。

インテル® Xeon®プロ७ッサー࿌ൗのDell Precision Tower 5810 を
採用したUltimate 構ਛは、一般的なワークステーションとૻべてパ
フज़ーঐンス਱上を実現。

より੗くの情報を高ಖ細な大画面にQuad-screen機能（4画面表示）
でૐ৺。長時間の利用でもཽや๛・੣൙の໸れが૘ない඿ిなトレー
ディング環境を実現。

・ঁードウख़ア
ؙ ・ タワー஑ワークステーション
ؙؙؙDell Precision Tower 3620（Professional構ਛ）
ؙؙؙDell Precision Tower 5810（Ultimate構ਛ）

ؙ ・ ディスプレイ
ؙؙؙDellプロフख़ッショナルシリーズ P4317Q 43インチ 
ؙؙؙ4Kঐルチクライアントモニタ

・স੆情報ツール
ؙ ・ ロイター「EIKON core」

স੆業

ビジネス課題

70% プロல様

ソリューション

日本

導入஍ટ

ਦ౅性UP

アクティブなデイトレーダーを
ター।ットにઃ世代システムをன開

ؙ上記のようなインフラのイঀベーションとともに、チャン氏がৄྚえてい
るのが、଻人਺ৱੇやஆয়௺フィナンシャルアドバイ२ーなどに਱けたサー
ビスの強化だ。現૔、日本国内のड़ンライン証ଊにはトータルで৺2,500ઠ
ౠがあり、その৺10٫ங২がアクティブにデイトレーディングを行っている
プロフख़ッショナルまたは७ミプロの「大ઠ」だ。

ؙ「大ઠのデイトレーダーの中には、証ଊ会社などでプロップトレーディン
グやファンドঐネジメントを૿ਊしていたスペシャリストも੗く、できれば
会社で使っていたのと৊等のパフज़ーঐンスを持ったシステムを利用したい
と஦んでいます。また、最ੂからデイトレーディングを専業としてきた଻人
਺ৱੇの中にも、現૔使用しているPCのスペックに不満を持つ人が૘なく
ありません。ೀらのニーズにこたえられるソリューションを提供していきた
いのです」と、チャン氏は話す。

ؙこのコン७プトに੦づき開発されたのがALPHA8だ。Dell Precision 

Tower 3620をベースとしたProfessional構ਛと、インテル® Xeon®プロ
७ッサー E5-2600 v4シリーズを࿌ൗしたDell Precision Tower 5810をベー
スとしたUltimate構ਛの2つのモデルが用ਔされている。

ؙALPHA8というਅറ製品の੦ೕとして、なछデルのワークステーション
を採用したのか。チャン氏はこう௦える。

ؙ「実を੉えば、プロップトレーディングなどの機関਺ৱの業ਜにおいて、
グローバルで最もઁく使われている標૆機がデルのワークステーションで
す。デル製品はコストパフज़ーঐンスが高く、しかも丈夫でശれない。ਊ社
としてもഊうことなく選びました」

ؙSBIグループのシステム開発会社である株式会社SBI BITS（以ৣ、SBI 

BITS）は、プロフख़ッショナルの଻人਺ৱੇやஆয়௺フィナンシャルアド
バイ२ー、中৵ૠெのস੆機関਱けに、স੆情報ツールとഈଜ、トータルサ
ポートを一৬化させたデイトレーディングシステム「ALPHA8」を開発、
2016年10月28日より販売を開઩した。

ؙこの੦ೕとして採用したのが、Dell Precision Tower 3620およびインテ
ル® Xeon® プロ७ッサーを࿌ൗしたDell Precision Tower 5810の૏タワー
஑ワークステーション、そしてP4317Q 43インチ 4Kঐルチクライアントモ
ニタである。これらデル製品の採用により、଻人を対଴にしたデイトレー
ディングシステムとして、かつてないਦ౅性と性能を実現。機関਺ৱੇが利
用するトレーディングシステムと૗わらない඿ిな環境を଼ଥ力の高いコ
ストで提供している。SBI BITSでは今後もALPHA8に୓ৗ的なৗ機能を୯
加し、トレーディングに必要なITをすべてැね૟えた総合プラットフज़ーム
に発னさせていく考えだ。

最ৗテクঀロジーによる
୓ৗ的なシステムを
ઁく業界の発னのために

ؙフィンテックを中心とするシステム開発会社としてਝয়されたSBI BITS

は、SBI証ଊにおけるさまざまなシステムのコストచ੖、サービスレベルの
਱上、そしてシステム関連ঀウঁウのૐ৺などを主なミッションとする。

ؙただし、৊社がター।ットとするのはSBIグループのみではない。

ؙ「೑رは、クラウドやブロックチख़ーンなどをฌ使したイঀベーションに
よって、SBIグループの଼ଥ力を高めることに取り組んでいますが、そこで
開発された優れたテクঀロジーを業界全৬の発னにણかすことも大જなミッ
ションです」と、代表取ഁ役社長ැ CEOのチャック・チャン氏は੉う。

ؙ例えば、チャン氏がCEOをැਜするSBIジャパンネクスト証ଊのPTS（எ
ਝ取ਬシステム）は、外ৱ௺／日௺の証ଊ会社30社のメンバーをૐめ、日
৽225構ਛໝ෧の市場シख़アで4～5٫をಚめるまでにඹっている。

ؙ「今後もPTSのメンバーは一ಽの増大が੒想されていますが、それらの
メンバーをஅिSBIグループ外の企業に対し、SBI証ଊ਱けに開発したシス
テムをઁく提供し、業界全৬のイঀベーションを加速させたいと考えていま
す」とチャン氏は強調する。

ؙこの構想に੦づくビジネスモデルを確য়していくうえでは、コストパ
フज़ーঐンスに優れたシステムの開発・ன開がಳかせない。それに取り組ि
中で੥び付きを強めているのが、デルとのパートナーシップである。

ؙ「SBI証ଊでは、主要なデータベースのऺとんどをOracleデータベースに
਱けて最ి化された専用機ِOracle Exadata Database Machineّ上で運
用してきたのですが、現૔、それをデルの最ৗঁードウख़アとOSS（ड़ープ
ンソース・ソフトウख़ア）ベースのミドルウख़アを組み合わせたインフラに
リプレースすべく୎行プロジख़クトを௓ਤしています。このインフラ୓ৗに
よって従来を上৚るパフज़ーঐンスを確保しつつ、50٫以上のコストచ੖
が実現されるৄ通しですが、SBIグループでの୎行プロジख़クトを౥വさせ
たのちには、業界他社へも৊様のシステムを提供していくつもりです」と、
チャン氏は付け加える。

「高性能・高ਦ౅、

そしてཱུ丈なデルのワークステーションは、

世界の機関਺ৱੇたちが高く評価する

プロップトレーディングの標૆機です。

ALPHA8 の੦ೕとしてデル製品以外の選択

肢は考えられませんでした」

株式会社 SBI BITS
代表取ഁ役社長 ැCEO
チャック・チャン氏



ؙまた、Professional構ਛとUltimate構ਛのいङれのモデルも、Ultra HD 

4Kの解൸২による鮮明な表示を実現するDellプロフख़ッショナルシリーズ 

P4317Q 43インチ 4Kঐルチクライアントモニタを組み合わせている。選定
のూବにあるのは、トレーディングにおけるエル०ঀミクス（人間ੵ学）の
୯求である。

ؙ「すでにこのモニタを使っているトレーダーからは、ِ より੗くの情報
を高ಖ細な大画面にQuad-screen機能（4画面表示）でૐ৺することがで
きるため、ཽに優しく、視଍の୎৿෇೧が೪えられて੣や๛も൱くなら
ङ、長時間の使用でも໸れが૘ないّというଢをよくୂきます。コンピュー
ティングのパワーアップはもちろん、トレーダー本人の人的なパフज़ーঐ
ンスも最大化するという目標を定めてALPHA8をਝੑしました」と、チャ
ン氏は話す。

ِGood Dayّのチャンスをജさない
安心・඿ిな環境をデルで実現

ؙ実際、ड़ンラインでのトレーディングを支えるプラットフज़ームのਦ౅性
やパフज़ーঐンス、使い৤手のଐしபしは、デイトレーダーにとってまさに
nଈણ問題”だ。

ؙトレーディングには“ణ|が付きもので、୦をやっても上手くいく「Good 

Day」と、ಗにあらॅるઊち手がഫ目に出てしまう「Bad Day」がある。し
たがって、Good Dayにできるだけ੗くの利இを上ऑることが求められるわ
けだが、ෘにその好調のణにଭりかけていたところでプラットフज़ームがフ
リーズしてしまったら、どうなるか≻≻。もちろん、すべての⎺けが台૮し
になりཙやんでもཙやみきれない。

ؙその点、堅牢なਝੑが઱されたデルのタワー஑ワークステーションは、従
来のトレーディングഈଜとのૻຎで70٫以上のਦ౅性਱上を実現する。特
にDell Precision Tower 5810をベースとするALPHA8のUltimate構ਛは、イ
ンテルのCore i7クラスのプロ७ッサーを࿌ൗした一般的なPCワークステー
ションとૻべ、パフज़ーঐンスについても਱上している。

ؙそれだけではない。「デルの保ஹサポートと連௚したトータルサポートを
SBI BITSঽମが提供し、あらॅる問い合わせに一੪的に対応しています」と
チャン氏は強調する。万が一、パーツ交換が必要なトラブルが発生した場合
でも迅速に手ଦが行われるのだ。

ؙこれによりALPHA8のユー२ーは常に“安心”と“඿ి”が૿保された環境
で、トレーディングに専୛することが૭能となる。

ؙちなみにALPHA8は、トムソン・ロイターの෨༆情報ツール「EIKON 

Core」も標૆でバンドル、世界中のস੆市場をカバーする株価・ನ替・স
利など்ઁいৱਓクラスの情報や分析੥ટ、さらにはস੆市場に୶஭を及
ऻす国内外のロイターஆঽの記事（ஶୁ・日本ୁ）など௹୕な঄ストリカル
／コンテンツをリアルタイムに提供する。

ؙཬ௭したパフज़ーঐンスを発มするALPHA8では、こうしたEIKON 

Coreによる੗様な情報のグラフィカル表示も౟ඥでこなすことができ、ト
レーダーは日رのストレスから解ଣされる。「一২でもALPHA8を使った
トレーダーは、もう以৐の環境にはರれなくなるでしょう」とチャン氏はঽ
ਦを示す。

「ALPHA8は、

日本におけるデイトレーディング市場の

育ਛ・発னに貢献したいという、

எたちの想いが൵まった製品です。

その想いをともに実現するパートナーとして、

デルは౅れるோ૔です」

「デルとの強力なコラ঎レーションのৣ、

製品／サービスのラインナップを一ಽ拡ౄし、

デイトレーディングのブームを

ඕきକこしていきます」

株式会社 SBI BITS
ঐーॣティング٭コーポレートコミュニॣーション部長 
タン・ジョアンナ氏

株式会社 SBI BITS
企業৽੾部
ビジネスアナリスト
ැ  ALPHA8७ールス
ナラখナン・দィジャখクリシュナン氏

ؙ「これからも、プロフख़ッショナル／७ミプロからੂ心者まで、ઁ෇なಽ
のお客様の௪௡・関心をᄁକするプロダクト／サービスのラインナップを拡
ౄしていきます。デルとの強力なコラ঎レーションのৣ、੗ཪなエコシステ
ムでデイトレーディングのブームをඕきକこし、日本のঐーॣットを育てて
いきたい」

ؙそんな中で、ৗたなय़ラーコンテンツとして現૔開発がਤめられているの
が、トレーディングをঽ৿化するアル०リズムだ。

ؙ「これは、SBI証ଊが長年သってきたトレーディングのঀウঁウとੴৄを
ૐ大ਛしたもの。他社のサービスからは得られない画期的な付加価கを提
供します」とチャン氏はୁ気を強め、ଫければ2017年中にもALPHA8への
バンドルを実現するとのੑ画を示した。

ؙこのアル०リズムについては、AaaS（Algorithm as a Service）の஄でク
ラウドから提供していくこともਫ਼ୈしているという。その視৙の先にあるの
は、௎米やアジアなどの市場に਱けたグローバルன開だ。

ؙ特に中国におけるデイトレーディング市場はすでに日本の10೅に達してお
り、なおも拡大を続けている。SBI BITSとしても大ૠெなビジネスのਛ長が
期待できる。その市場でさらに༿きがかけられたアル०リズムは、もちろん
日本の൹客にもフィードバックされていき、大きなメリットをもたらすこと
になりそうだ。

株式会社 SBI BITS
代表取ഁ役社長ැ CEO
チャック・チャン氏

株式会社 SBI BITS
ঐーॣティング٭
コーポレートコミュニॣーション部長
タン・ジョアンナ氏

株式会社 SBI BITS
企業৽੾部
ビジネスアナリスト
ැ ALPHA8७ールス
ナラখナン・দィジャখクリシュナン氏
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ৗたなय़ラーコンテンツとして
トレーディングをঽ৿化する
アル०リズムも開発中

ؙSBI BITSでは、ALPHA8のさらなる拡販に਱け、ঐーॣティングの઱ੁ
も஋ா的にઊっていく。その্਱性について、৊社のঐーॣティング٭コー
ポレートコミュニॣーション部長のタン・ジョアンナ氏はઃのようにୁる。

「ؙデイトレーダーのために、ワークステーションのみならङトータルサ
ポートや EIKON Coreまでバンドルしたプラットフज़ームは、これまで
日本にはなかったサービスです。それだけにスタートダッシュがຩ心で、
Professional構ਛおよびUltimate構ਛの૏モデルを大்なகਬき価તで提
供する期間限定य़ャンペーンのऺか、SBI証ଊをはじめとするグループ会社、
代理૲のWebサイトを通じたઔੴを஋ா的にன開し、お客様の認ੴを高め
ていくつもりです」

ؙ一্、଻人਺ৱੇを中心としたデイトレーディングの市場そのものの拡大に
目を਱けているのが、৊社 企業৽੾部 ビジネスアナリストැALPHA8७ール
スのナラখナン・দィジャখクリシュナン氏である。৊氏はこうਔ気੢ि。



CAD環境の標૆機に採用
੄スペース性とコストచ੖で高い஍ટ
൐年、数௲台ૠெでワークステーションをಌ੝するখঐঁ発৿機は、CAD
環境਱けの標૆機の 1つとして Dell Precision Tower 3620 を採用。性能
と੄スペース性がエンジニアから高く評価されている。

ؙCAD環境で使用するワークステーションを 5年ఢ期でੑ画的にಌ੝し
ているখঐঁ発৿機では、1年に 1৚、その年にಌ੝対଴となるCAD環境
਱けに会社標૆のワークステーションをਝ定。その中からエンジニアが作
業しやすいঐシンをঽ由に選べるようにしている。2016年২も、厳しい性
能・機能要੯を満たすとともに、コストパフज़ーঐンスに優れたワークス
テーションを探していた。

従来製品とのૻຎで
Ვ৬サイズが 8.6%৵஑化し
੄スペース性を実現

従来製品とૻຎし、
導入コストを
10%以上చ੖

৊じ標૆機に採用されている他社製品にૻຎし、Ვ৬サイズが৺
8.6%৵஑化し、੄スペース性を実現。

৊じ標૆機に採用されている他社製品より、10٫以上のコストచ੖஍
ટを実現。

ঁードウख़アのトラブル発生時には、デルが 24 時間 365 日の電話
サポートとड़ンサイトサポートで迅速に対応。

標૆的な Dell Precision Tower 3620 のऺかに、高性能用ಥ਱けの 

Dell Precision Tower 7910、モバイル用ಥ਱けの Dell Precision 15 

7000 シリーズ（7510）など்ઁい製品を採用。

・クライアントソリューション
ؙ・ Dell Precision タワー 3000シリーズ Tower 3620

・エンタープライズサポート
ؙ・ デル・プロサポート

製造業

ビジネス課題

8.6% 10%以上చ੖

ソリューション

日本

導入஍ટ

৵஑化

「ؙখঐঁ発৿機では、業ਜ௺システムを૿ਊするِプロ७ス・IT部ّと、
製品開発などのエンジニアリング௺システムを૿ਊするِデジタルエンジ
ニアリング部ّという 2つの情報システム部門に分かれています。もとも
とは 1つの部門でしたが、製品開発を支えるエンジニアリング௺システムの
企画・開発・運用を強化するため、ૼ୒本部にデジタルエンジニアリング部
がਝ઼されました」（大上氏）

ؙそのデジタルエンジニアリング部の中で CADとPDM（Product Data 

Managementٙ製品情報管理）を૿ਊしているのが、大上氏がリーダーを
ਜめるCAD/PDMグループだ。

「ؙCAD/PDMグループは主に、ਝੑエンジニアが日常的に利用している
খঐঁ発৿機ஆঽの 2D/3D CADソフトウख़アِESPRi-IIّ の開発・保ஹ・
運用を、情報子会社のখঐঁモーターソリューションとੈ力しながら行って
います」と、খঐঁ発৿機 ૼ୒本部 ૼ୒企画ଁฐ部 デジタルエンジニアリ
ング部 CAD/PDMグループ 主事の外৛幸೉氏は説明する。

ؙCADソフトウख़アの開発・保ஹ・運用とともに、デジタルエンジニアリ

ング部 CAD/PDMグループにはもう 1つ重要なミッションがある。それは、
ਝੑエンジニアが利用するワークステーションの調達・導入・サポート業ਜ
だ。

「ؙワークステーションの導入は、খঐঁモーターソリューションが主導し
て実઱しています。ஆঽのCADソフトウख़アの༎௮環境としてऴさわしい
ള数の製品を選定し、ਝੑエンジニアのၴでも৊じ環境でਝੑ業ਜに取り
組めるようにِ標૆機ّという஄でখঐঁ発৿機に提案しています。ワーク
ステーションは 5年ओとにリプレースするので、その年にಌ੝時期をಶえ
る数௲台が対଴になります。実際に利用する機ரの選定は、ਝੑエンジニア
に੻ねられています」と、খঐঁモーターソリューション エンジニアリン
グソリューション事業部 エンジニアリング部 エンジニアリングサポートグ
ループの৵௔ ൞明氏は説明する。

ؙখঐঁ発৿機株式会社（以ৣ、খঐঁ発৿機）は、ड़ートバイやঐリン製品、
ঽ৿੤エンジンを中心に、ਓ業用ロ঎ット、電子部品製造ಎ઼、૮人ঊリコ
プターなどのਓ業用機器、発電機、௾඗機、電৿ଭ用機、FRP（ྐ೐強化
プラスチック）製プールなどを開発・製造・販売する大手メーカーだ。ड़ー
トバイやスクーターなどのঽ৿੸୽੤では世界第 2ਜ਼、船外機やウज़ーター
ビークル（水上バイク）の分৙では世界第 1ਜ਼のシख़アを༵り、海外での売
上ૻ૨が৺ 9સに達するというグローバル企業でもある。

ؙ๕஑的なモঀづくり企業であるখঐঁ発৿機にとって、製品ਝੑはまさに
コア・コンピタンス୩ୠに関わる大જな業ਜプロ७スである。そんなਝੑ業
ਜを支えるCAD環境には、常に最ৗの高性能ワークステーションを採用し
ている。൐年 1৚、ಌ੝時期をಶえたワークステーションを対଴に、ৗしい
会社標૆のワークステーションをਝ定するখঐঁ発৿機は 2016年২、৊社
の厳しい性能・機能要੯を満たすワークステーションとして Dell Precision 

Tower 3620を採用した。

“૎৿൉造企業” を
企業目的にൕऑるখঐঁ発৿機

ؙখঐঁ発৿機は、ピアঀ生ਓで世界トップシख़アを༵る日本௫器製造株式
会社（現・খঐঁ株式会社）がਅ時中に生ਓしていた航૬機用プロペラの
製造ਝ૟をણ用し、ड़ートバイの製造に着手したのをକ源とする企業である。
1955年に日本௫器製造から分離・ஆয়して以来、ड़ートバイを代表とする
ଭり物を中心としたさまざまな分৙の製品を開発・製造・販売している。

ؙ中でもঽ৿੤およびঽ৿੤エンジンの開発・製造には定評があり、“஫説
の国ਓスポーツカー” と੉われる「トচタ 2000GT」（1967年～ 1970年製
造）はトচタঽ৿੤とখঐঁ発৿機が共৊開発し、খঐঁ発৿機が製造を
૿ਊしたഄఴにଋる名੤である。現૔はトচタ／レクサスなどの国ਓঽ৿੤
メーカーをはじめ、௎米ঽ৿੤メーカーにも高付加価கエンジンを供ஔして
いる。このऺか、ड़ートバイやঽ৿੤でသったエンジンૼ୒を応用し、船外
機・঎ートやウज़ータービークル（水上バイク）などのঐリン製品、スঀー
モビルや஛୽バॠー、さらには電৿アシストঽૡ੤、電৿੤いすにඹるまで、
さまざまなଭり物を製品化している。

「ؙখঐঁ発৿機は、世界の人رにৗたな૎৿と௹かな生ણを提供する “૎
৿൉造企業” を企業目的とൕऑ、どちらかと੉えばᚆ好性の高い製品を提
供してきました。近年はそうした製品に加え、ਓ業用製造ಎ઼、ਓ業用ロ
঎ットといった製造業の生ਓ現場を支える製品にも力を入れ઩めています」
と、খঐঁ発৿機のૼ୒本部 ૼ୒企画ଁฐ部 デジタルエンジニアリング部 

CAD/PDMグループ グループリーダーの大上ඈ౓氏はୁる。

内製CADソフトウख़アの༎௮に
最ిなワークステーションを選定

ؙ製造業企業にとって製品ਝੑは非常に重要な業ਜプロ७スであり、ਝੑ
エンジニアが利用するCAD環境は事業のஉୌに関わるものである。それは
খঐঁ発৿機にとっても৊様だが、৊社ではCADをはじめとするエンジニ
アリング௺システムを特に重視している。それを࿰実に示しているのが “2
つの情報システム部門” のோ૔である。

「デルのワークステーションは、

༎௮要੯を満たすとともに

パフज़ーঐンスも

優れているということで、

൐年採用しています」

খঐঁ発৿機株式会社
ૼ୒本部 ૼ୒企画ଁฐ部
デジタルエンジニアリング部
CAD/PDMグループ
主事
外৛ 幸೉ 氏



Dell Precisionを選व
ਝੑエンジニアが૶増

ؙৗしいワークステーションの標૆機を選定する作業は、年に 1৚実઱され
るという。その標૆機としてDell Precisionは൐年選ばれている。

「ؙখঐঁ発৿機の標૆機として最ੂに選定したデル製品は、2001年の Dell 

Precision 330ですから、デルとはすでに 15年以上のお付き合いになります。
そもそも Dell Precisionを導入することになったのは、内製CADソフトウख़
アの৿作要੯を満たしていたからでした」（৵௔氏）

ؙ৵௔氏によると、内製CADソフトウख़アはখঐঁ発৿機のਝੑ業ਜを最
ి化するために、さまざまな細かいカスタঐイズが઱されている。それॅえ
に༎௮するঁードウख़アへの要求事ඨも੗いのだという。

「ؙ内製CADソフトウख़アの要求事ඨを満たしているかを調ਪするために、
各社のワークステーションの評価・ਫ਼証は入୛に行っています。メーカーか
ら評価機を೙り、中に内製CADソフトウख़アをインストールして問題がな
いものを標૆機として選定しています。デルのワークステーションは、༎௮
要੯を満たすとともにパフज़ーঐンスも優れているということで、൐年採用
してきました」（外৛氏）

ؙখঐঁ発৿機デジタルエンジニアリング部が管理するワークステーショ
ンの台数は、グループ全৬で 3,000台強、খঐঁ発৿機本৬では৺ 2,500

台に及व。このうちಌ੝対଴になるのは、൐年৺ 500台৐後だ。

ؙ「খঐঁ発৿機の৺2,500台のうち、現૔は৺600台ங২が  Dell 

Precisionワークステーションです。もともとはಓ౵的に他社製のワークス
テーションが੗かったのですが、ここ1～2年で૾யが૗わり、今では Dell 

Precisionを選वਝੑエンジニアのऺうが੗くなっています」（外৛氏）

଩コストと੄スペース性を理由に
Dell Precisionが選ばれる

ؙখঐঁ発৿機は 2016年২、デルの最ৗワークステーションである Dell 

Precision Tower 3620を標૆機の 1つに選定。「2016年২はಌ੝対଴のワー
クステーション台数がやや૘なかったのですが、他社製品にૻべて೅以上
の数の Dell Precisionが導入されました」と大上氏は説明する。

ؙなछ Dell Precisionがਝੑエンジニアに選ばれるのか。৵௔氏は 「ؙ今の
ワークステーションはコモディティ化されている点も੗く、性能をૻຎして
も大きな差はありません。そうなるとワークステーションの導入コストやᲕ
৬の大きさなどが特にૻຎポイントになります。Dell Precisionは、他社製
品にૻべて安価であるとともにコンパクトなᲕ৬が採用されており、これら
が Dell Precisionが選ばれる理由になっていると考えられます」と分析する。

ؙちなみに、খঐঁ発৿機とখঐঁモーターソリューションの૥઴によると、
Dell Precision Tower 3620は他社製品にૻຎして 10٫以上のコストచ੖஍
ટが得られたという。また Dell Precision Tower 3620のᲕ৬サイズは、従
来の他社製品から৺ 8.6%৵஑化し、੄スペース性も実現している。

「ؙਝੑエンジニアはၱ上に 2台の大஑ディスプレイを઼いて作業している
ので、੄スペースのワークステーションが選ばれることが੗いですね。また、
Precisionのデ२イン஄૾は持ち運व際、手にかけやすく、ワークステーショ
ンのဦ出入やਝ੾、ड़フィスのレイアウト૗ಌにとても೶利だと好評です」
（外৛氏）

「他社製品にૻべて安価であるとともに

コンパクトなᲕ৬が採用されており、

これらが Dell Precision が

選ばれる理由になっています」

「デルの੾業・サポート৬制については

ணし分なく、対応もಞଫいので、

எたちもङいवん助かっています」

খঐঁモーターソリューション株式会社
エンジニアリングソリューション事業部
エンジニアリング部
エンジニアリングサポートグループ
৵௔ ൞明 氏

খঐঁ発৿機株式会社
ૼ୒本部 ૼ୒企画ଁฐ部
デジタルエンジニアリング部
CAD/PDMグループ
グループリーダー
大上 ඈ౓ 氏

「ؙデュアルCPUを࿌ൗする Dell Precision Tower 7910は、よりパワーが
要求される高଀෰・大容量૪理が必要になる特定の解析ソフトや画൸૪理
ソフトを使いたいというエンジニア਱けに用ਔしています。一্、モバイル
ワークステーションの Dell Precision 15 7000 シリーズ（7510）は、ਝੑデー
タを持ち運んで会৮やプレ८ンテーションに利用する機会の੗いエンジニ
ア、あるいはঐネージャーなどに選ばれています」（৵௔氏）

ؙ今後の੒定としてখঐঁ発৿機では、OSのバージョンアップをੑ画して
いる。

「ؙ現૔はWindows 7を利用していますが、いよいよサポートીവが಴っ
ており、Windows 10への୎行をਫ਼ୈしています。খঐঁ発৿機の開発製品
のઁがりにൣい、ঽ社内製CADソフトウख़アだけでなく、ใ製のCADパッ
ॣージソフトウख़ア製品を৊時に৿かさなければならないॣースも想定して
います。そうした作業を行う際の評価・ਫ਼証についても、छऱデルの力を೙
りたいと考えています」（大上氏）

ؙ日本を代表するモঀづくり企業の一社であるখঐঁ発৿機では、今後もこ
れらのワークステーションをણ用しながら、市場をリードするさまざまな製
品の開発にチャレンジしていく構えだ。

24時間 365日の電話とड़ンサイト
による迅速なサポートを高く評価

ؙ଩コストや੄スペース性といったメリットから、ਝੑエンジニアに੗く選
ばれる Dell Precisionだが、ワークステーションの保ஹ・サポートを૿ਊす
るデジタルエンジニアリング部は、デルと他社との差を૎じるという。

「ؙ台数が੗いためどうしてもトラブルは発生します。そうした事ଙが発生
したときに、ਉ౤がঁードウख़アなのかソフトウख़アなのかをજり分けます。
内製CADソフトウख़アに問題がある場合は社内で対応にਊたりますが、ঁ ー
ドウख़アに問題がある場合は 24時間 365日の電話またはड़ンサイトのサ
ポートでデルに迅速に対応してもらっています。デルの੾業・サポート৬制
についてはணし分なく対応もಞଫいので、எたちもङいवん助かっています」
（大上氏）

ؙなお、今৚は最も導入台数が੗い Dell Precision Tower 3620を中心に
ງஂしたが、খঐঁ発৿機は Dell Precision Tower 3620のऺかにもDell 

Precision Tower 7910と Dell Precision 15 7000 シリーズ（7510）を標૆機
としてਝ定している。

খঐঁ発৿機株式会社
ૼ୒本部 ૼ୒企画ଁฐ部
デジタルエンジニアリング部
CAD/PDM グループ
グループリーダー
大上 ඈ౓ 氏

খঐঁ発৿機株式会社
ૼ୒本部 ૼ୒企画ଁฐ部
デジタルエンジニアリング部
CAD/PDM グループ
主事
外৛ 幸೉ 氏

খঐঁモーターソリューション株式会社
エンジニアリングソリューション事業部
エンジニアリング部
エンジニアリングサポートグループ
৵௔ ൞明 氏
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ビジネス課題
ୢపや൧௜ଣೝ଍ૼపが使いやすく、高速に画൸を表示できるঐンモグ

ラフィ読୶൧૵システム「mammodite（ঐンモディーテ）」を開発してい
たネットカムシステムズは、高性能なワークステーションとビデड़カード
をણ用することで画൸表示を高速にし、操作性を਱上させることを考えて
いた。また、ঁ ードウख़アのサポートを任せられ、エンドユー२ーに迅速で
ていねいなレスポンスを行えることも重要だった。

ソリューション
クライアントソリューション  ٴ
 -  Dell Precision Tower 7810 および Dell Tower 5810 with AMD 

FirePro W5100
エンタープライズサポート  ٴ
 -  プロサポート : ঁードウख़アड़ンサイト保ஹサービス

導入஍ટ
高性能なワークステーションとAMD FirePro W5100の強力な  ٴ

GPUパワーでストレスなく読୶でき、読୶者のストレスを଩੖して
大்に読୶時間を短ೠ。

೫࿒地にある過ு画൸でもಞଫく読み੢िことができ、ള数ು点で  ٴ
も൧૵၎ഄを確認できるようになりୢ௜の質を਱上させた。

ঁ  ٴ ードウख़アのサポートを5年間 ਊ日対応ड़ンサイト保ஹサービス
に任せることで、ユー२のঁードウख़ア௽૩をその日のうちに解ৠ
でき、ঽらはソフトウख़アのサポートに専୛できる。

ٴ D3  のトモシン७シスの画൸もスムーズに৿かすことができ、気にな
るᆽ所をじっくりと൧てਫ確な൧૵を行えるようになる。

より高速でਫ確な൧૵をサポートする
高性能ワークステーションを導入
ネットカムシステムズでは、ঐンモグラフィ読୶൧૵システム「mammodite（ঐン
モディーテ）」を開発。高ಖ細で大容量の画൸をストレスなく表示させて所ৄを
ಞଫく出すため、AMD FirePro™ W5100࿌ൗのDell Precision™ Tower 7810
およびDell Precision Tower 5810を採用し、੗くのୢ௜機関に販売している。

೫࿒地の
൧૵画൸もણ用して

ୢ௜の質を 
਱上

画൸読み੢み時間の
ストレスをなくし、

読୶時間を 
短ೠ

ソフトウख़ア開発販売  |  日本 

株式会社ネットカムシステムズ（以ৣ、ネットカムシステムズ）は、2004

年に൉業。ネットワークカメラ用ソフトウख़アの開発・販売を行い、૘数
ಖོながら、ஆয়௺VMS開発メーカーとしては国内シख़ア2ਜ਼を༵る企
業にਛ長している。2012年には、メディカル事業部をਝয়し、ୢ ௜をより
行いやすくするためのソフトウख़アの開発を続けている。ૼ ୒で人を幸
せにし、७य़ュリティとメディカルで社会に貢献することが৊社のモッ
トーだ。

メディカル事業部では、ঐンモグラフィ読୶൧૵を行うシステムとして
ঽ社開発の「mammodite（ঐンモディーテ）」をリリース。高性能ワーク
ステーションと高ಖ細な5Mモニタ2台、サブモニタを 1७ットにしてঐ
ンモグラフィ読୶൧૵ワークステーションとして販売している৊社では、
高性能ワークステーションとして発売ਊੂからAMD FireProを࿌ൗし
たDell Precisionを採用。高性能なビデड़カードとワークステーション
の組み合わせで、໚Ꮳの読୶をストレスなく行うことができ、ਫ確な所ৄ
をಞଫく出せる環境を੗くのୢ௜機関に提供している。

使いやすいঐンモグラフィ 
読୶൧૵システムを開発
ネットワークカメラでသった画൸ૼ୒のঀウঁウをৗたな୩ୠでણか

すために、2012年にメディカル事業部をয়ち上ऑたネットカムシステム
ズは、すべての੓性の௏೨のためには、໚がんのଫ期発ৄ・ଫ期੘௜を実
現することが重要で、よりਫ確な໚Ꮳ画൸൧૵をサポートする必要があ
ると考え、ঐンモグラフィ読୶൧૵ワークステーション「mammodite（ঐ
ンモディーテ）」をঽ社開発している。「ঐンモグラフィでは、ള数のୢప
が所ৄを付けて最ી的にਖ਼定しています。1日で 100～200੯の画൸を読
୶するため、画൸の表示にちょっと時間がかかるだけでも読୶者のスト
レスとなり、൧૵時間にも୶஭をଖえてしまいます。mammoditeでは、
੗くのୢ௜関બ者のਔৄをୂき、ストレスなく画൸をళび出せることと
ユー२目଍で使いやすくすることにこだわって開発をਤめてきました」
と株式会社ネットカムシステムズ メディカル事業部 取ഁ役のਉ৙૱ఴ
氏は話す。

mammoditeでは、2Dのঐンモグラフィに加え、3Dঐンモグラフィ
であるトモシン७シスを読୶することができるが、他のX଍写真にૻ
べて非常に੗くの情報量を持つ画൸となるため、従来のビューアでは画
൸の読み੢みに時間がかかっていた。また、mammoditeでは、画൸を
よりきれいに表示させるため、EIZO製の高ಖ細で2,048×2,560の解
൸২を持つ5Mピク७ルのモニタ2台にDICOM（Digital Imaging and 

COmmunication in Medicine）データをピク७ル等೅で、いかにଫく表
示させるかにこだわって開発されたという。

ユー२インタフख़イスも使いやすさにこだわり開発しているऺか、表
示されたサムネイル（レイアウトアイコン）をクリックするだけで、ල౐
に৽年૗化を確認できるようにしている。また、ᇯᯉをঐウスでੑ೾した
情報をय़ー঎ードを使わなくても所ৄへ反಩できるなど、できるだけ൧
૵がやりやすいような機能が࿌ൗされている。暗い読୶環境で目に଀૿
をଖえないよう文ஊはஜではなく࿏౦で表示させることにもこだわり、
暗いところでも使用できるよう標૆で付രする୾るイメージड़ペレー
ションय़ーパッドで画൸のજり替えなどをわかりやすく行えることも

mammoditeの特徴だ。「なるべくय़ー঎ードを使わङに、操作しやすく
なるようにਝੑしています。ソフトウख़アの操作をショートカットय़ー
で行う人も੗いのですが、ୢ పの্رはさまざまなソフトを使っている
ので、ソフトओとのय़ーの組み合わせをಁえるのは大૗です。そのため、
わかりやすいय़ーパッドも作りました。ୢ ௜機関が求めるல様を満たす
ことだけを考えるのではなく、ல様ではわからない使い৤手などをユー
२目଍で考えているところが好評なのだと考えています」とਉ৙氏は説
明する。

Dell Precisionと 
AMD FireProを採用

mammoditeは、発売ਊੂから一ฮしてビデड़カードにAMD FirePro、
ワークステーションにDell Precisionを採用し、国য়大学付ര୰੹をはじ
めとする全国 130以上のୢ௜機関に260台以上が導入されている。最ৗ
の७ットでは、AMD FirePro W5100を࿌ൗしたDell Precision Tower 

7810を採用し、୯加のワークステーションが必要な場合はAMD FirePro 

W5100を࿌ൗしたDell Precision Tower 5810も提供し、150台以上を
導入してきた。

ネットカムシステムズでは、第੸ரୢ௜機器製造販売業、ୢ ௜機器製造
業、高২管理ୢ௜機器等販売業・൛೵業ಅ૭を取得し、ୢ ௜機器として販
売を行うため、ሑ用PCではなく、ਦ౅性や安全性を確保できるワークス

「ঐンモグラフィ൧૵の質を 

਱上させるために開発された 

mammoditeをણかす高性能な 

ワークステーションとビデड़カードを 

求め、AMD FirePro W5100を࿌ൗした 

Dell Precision Tower 7810および 

Dell Precision Tower 5810を 

採用しています」

株式会社ネットカムシステムズ
メディカル事業部
取ഁ役
ਉ৙ ૱ఴ 氏



テーションを必要としていた。また、重要なデータをඞうため、RAID 5を
組ि必要があったことも、より高性能なワークステーションを必要とし
た理由の 1つだ。

「よりਦ౅性の高い、高性能なワークステーションを求めて、いくつかの
メーカーの製品をਫ਼ୈしました。ৄ ஋りを取り、各社の੾業とৼ୥してい
る中で、最もフィードバックが迅速でよかったのがデルでした。また、各
社に要੯を஫えましたが、デルの提案が最もしっかりと考えてくれてい
ると૎じられました」と、ਉ৙氏はള数の౜ଓからDell Precisionを採用
した理由を話す。また、納期の面でもデルが優ਜ਼だったとਉ৙氏は話を続
ける。「お客様からすぐにඟしいという要஦があった場合も、デルではଏ
৐中に問い合わせればその日のうちにৄ஋りが出て、注文後੸ౝ間以内
に納品してもらえます。੾業の্が、定期的に連൪してくれて、૶ऍの注
文などがないかを確認してくれる点も助かっていますね。他社では、ৄ ஋
りを出すまでに一ౝ間以上かかり、納品までに 1ন月以上かかることもあ
るので」。

ビデड़カードとして、AMD FireProを選んだのは、高ಖ細な5Mピク७
ルのモニタの௓တ機器となっていたことに加え、1つのビデड़カードで3

つ以上のモニタ（現૔採用しているAMD FirePro W5100は4ポート出
力）に出力できることがৠめ手となっているという。2つのビデड़カード
を使えば3つ以上のモニタへ出力することもできるが、ビデड़カード৊士
のৼ性の問題や଎ા電力などを考えると、1つビデड़カードのऺうが故௽
のリスクを大்に଩੖できると考えたのだ。また、AMD FirePro W5100

は、10bitグレースॣールに対応し、大画面のモニタで高画質に໚Ꮳ画൸
を表示できることも優ਜ਼であった。「大容量の画൸をできるだけଫく表示
させるために、ਊ時最ৗのWindows 7で64bitを使い、できるだけ高性能
のワークステーションを使い、最ৗのグラフィックカードを使ってGPU

のパワーをણかすことにこだわりました」とਉ৙氏は話す。

従来のビューワよりも 
はるかに高速な画൸表示を実現
「mammoditeを発売して以来、大きなঁードウख़アトラブルはなく、お
客様には満足して使ってもらっています」と話すਉ৙氏。ユー२からも「ෘ
に 100੯で 1ଧङつ画൸読み੢みを速くできれば、その間に 1ॣースの൧
૵ができ、ストレスなく操作できる」「他のビューワでは考えられないऺ
ど速い」といったଢをୂいていると明かしてくれた。また、ሑ用PCより
もコストは高くなるかもしれないが、いい製品を納得して入れたことで、
トータルで考えるとコストパフज़ーঐンスがよかったという૎想ももらっ
ているという。

実際にmammoditeを導入した東਎੃中ఙ区のน田਎ଶクリニックで
は、本੹である૸୴਩࿾川市のน田総合୰੹や૸୴਩館৛市の安ඬ地ୠ
ୢ௜७ンターにもmammoditeを導入し、これらのು点をVPNでつなぐ
ことによって、どこにいても৊じ画൸をৄることができるようにした。こ
れにより、1つの୰੹で๡୶ഄのある೩者が他の௺ഔ୰੹に൧௄に来た際
にスムーズに過ு画൸を確認できることで、൧૵の質が上がるのだとい
う。น田਎ଶクリニックでは、VPN৽由で過ு画൸を読み੢んだ場合にも、
はじめからローカルに画൸があったかのような操作૎で利用できること
が好評となっているようだ。

トモシン७シスの読୶では、3Dの画൸をフレームओとに৿かして問題
がないかを確認していく必要があるが、mammoditeでは非常にスムー
ズに表示できることがୢపや൧௜ଣೝ଍ૼపに好評であるという。気に
なるᆽ所のフレーム数を੖らしてॅっくりと表示させてもスムーズに表
示でき、じっくりとਫ確な所ৄを行うことができることも、高く評価され
ている。

専門スタッフへの 
お問い合わせ

お客様導入事例の一覧は 
こちらから

この記事を共有するDell EMCの 
ワークステーションの 
詳細はこちらから

ネットカムシステムズでは、全国のୢ௜機関に導入されている
mammoditeのサポートをリモートで行い、必要であればड़ンサイトで
のサポートを行っている。Dell Precisionに対しては、デルのਊ日対応ड़
ンサイト保ஹサービスをి用しているため、ユー२側で機器の故௽が発
生してしまった場合も、その日のうちにサポート対応されて安心だとਉ
৙氏は説明する。「ঁードウख़アをデルにଁ一していることで、೑رとデ
ルでしっかりとお客様をサポートできると考えています。デルのサポー
トは、部品の交換やOSのગインストールをすすめる、通り一቞のサポー
トではなく、他の対ੁ案や最ఒの対ੁ案を考えてくれるので、非常に助か
りますね。要஦やৼ୥をୂいてくれて、ৠめ細やかなサポートを提供して
くれます」。

ୢ௜分৙での社会貢献を 
目੐していく
ネットカムシステムズでは、mammoditeだけでなく、大ૠெ਱け録画

サーバ「KxView HyperServer」でもデルをঁードウख़アメーカーとして
採用し、デル製のサーバ、スイッチ、ストレージを導入し、デルの5年間 ਊ
日対応ड़ンサイト保ஹサービスとともにユー२に提供している。「メディ
カル事業部としても、今後もୢ௜従事者の຦様が൑っているところを解ৠ
できるソフトウख़アを開発し、社会貢献できるようなல組みを提供してい
きたいですね。それらのソフトウख़アを支えるプラットフज़ームとして、
今後もデルのテクঀロジーや性能に期待しています」とਉ৙氏は話す。

最後に໚がんਫ਼൧をためらう੓性たちへのメッ७ージを、ਉ৙氏におൢ
いした。「mammoditeは、໚Ꮳ൧૵を行うള数のモダリティメーカーに
対応しており、各社の画൸データを表示できるため、各クリニックで一ઃ
読୶した画൸をୢప会などで੸ઃ読୶する際も、よりスムーズでਫ確な
൧૵が行えるようになります。໚がんは、ଫ期発ৄでిજな੘௜を受けれ
ば、9સ以上が੘る୰気であるため、೑رも受൧してからいちଫく੥ટが
わかるようにmammoditeをਤ化させ、໚がんਫ਼൧をサポートしていき
たいと思います。発売して数年が৽っている中で、データが໮஋されてき
ているୢ௜機関もあるので、mammoditeのレポート機能で年ೡશの発ඪ
のଁੑなどを出してଢ଼஢に役য়ててもらうことも期待しています」。

ネットカムシステムズでは、今後もૼ୒で人を幸せにして社会に貢献す
ることをモットーに、ୢ ௜分৙でも優れたソフトウख़アを開発していく。
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ビジネス課題
高性能ワークステーションをੑ画的に入れ替えることで、高品質な製品

の開発を行い続けてきたミクニでは、ৗたなワークステーションを導入す
ることをੑ画。3D CADを最ిに利用するため、メモリやグラフィックの
性能はもちろん、ਝੑ者が作業しやすい環境を提供するための੄スペース
性も重視し、導入しやすく、安心できるサポートが提供されるメーカーを
探していた。

ソリューション
クライアントソリューション  ٴ
 •  Dell Precision Tower 3420 workstation with 

NVIDIA® Quadro® K1200 graphics cards
エンタープライズサポート  ٴ
 •  デル・プロサポート
 •  CFI（Custom Factory Integration）
 •  MDS（Managed Deployment Service）

導入஍ટ
他社よりも2/3の大きさのᲕ৬を採用することで、੄スペース性を  ٴ

確保し、デスク上に઼いてもਝੑ者の作業スペースを確保できる。

ా、य़ッティングやਝ઼、導入を支援するサービスを使うことで  ٴ ળで
の 17台のਝ઼を৺5時間で౥വし、IT部門の଀૿をೄ੖。

ٴ 0021K ordauQ AIDIVN  と Dell Precision Optimizerによって
SOLIDWORKSに最ిな環境を提供し、従来のワークステーション
の৺20٫のパフज़ーঐンス਱上を実現。

ٴ SO  のକ৿やCADファイルの読み੢みが数分から数十ଧとなり、ਝ
ੑ者のストレスをೄ੖。

CAD開発環境で高パフज़ーঐンスと
੄スペース性を実現
ৗたな高性能ワークステーションを求めていたミクニでは、性能だけで
なく、੄スペース性が高く、य़ッティングや導入の支援サービスや環境を
最ి化するツールなどを提供するDell Precision Tower 3420を採用した。

Ვ৬ 
サイズ
従来のSFFよりも
2/3のᲕ৬で
੄スペース性を確保

2/320٫਱上
3D CADのパフज़ーঐンスが
৺20٫਱上

製造業  |  日本 

株式会社ミクニ（以ৣ、ミクニ）は、ঽ৿੤関連機器の開発・製造・販売
を中心に、फ़ス制౪機器やパーソナル加ဒ器などの生ણ機器、ૣ කஂ護機
器などの開発・製造・販売のऺか、ಖഡြ造品など航૬機部品のୟ入販売
など்ઁく事業をன開している。また、中国、タイ、インド、インドネシアな
どのアジアだけでなく、ਨ米（ロサン८ルス、シカ०、メय़シコ）や௎ପ（ド
イツ）にも生ਓು点や販売ು点を持ち、全世界でのグループネットワーク
を確য়している。

ล気モジュールやポンプ、バルブ、य़ャブレタなどのঽ৿੤関連機器を
世界一の品質で供ஔすることを目੐しているミクニでは、常に最ৗの高性
能ワークステーションに入れ替えながら製品開発をਤめてきた。ৗたな
ワークステーションの入れ替えをੑ画していた৊社では、スペックやサ
ポート、੄スペース性、コストをਫ਼ୈした上で、最ી的にNVIDIA Quadro 

K1200を࿌ൗしたDell Precision Tower 3420を採用している。

ੑ画的に 
高性能ワークステーションの 
入れ替えを行う

1923年に൉業し、ঽ৿੤・ঽૡ੤部品のୟ入から事業を઩めたミクニは、
特定のঽ৿੤メーカーにരさないஆয়௺のঽ৿੤部品メーカーとして、੸
୽੤・஛୽੤などの各ரエンジンのล気௺コンポーネントをਝੑ・開発・
製造し、世界中から支持されてきた。コア事業であるঽ৿੤部品の開発を
行う৊社の開発本部では、強い製品づくりを目੐して開発を行っている
と、株式会社ミクニ 開発本部 理事 本部長（ැ）ૼ ୒（PFT）ଁ ฐ部長のར᫖
利夫氏は話す。「஛୽੤および੸୽੤の部品に世界一の機能を࿌ൗして、お
客様に提案していくことが೑رの使୵です。排फ़スや೤ાなどへの対応は
行ってਊたり৐で、ᷮ ಎやレイアウト、৵஑ೄ量化も考えて、よりよい製品
を開発することを心がけています。また、エンジンが出す熱の有஍利用や
エネルॠー଎ા量の最৵化なども部品౐ਜ਼で考え、さまざまな解析やシミュ
レーションも行っています」。

開発を行う3D CADとしてSOLIDWORKSを使っているミクニでは、
ワークステーションの入れ替えをੑ画的に行っており、2年઄ओとに全৬
の৺઄分のワークステーションを入れ替えて常に最ৗの高性能ワークス
テーションで開発ができる৬制をତえてきた。「開発本部のૼ୒情報管理
஼では、主にインフラの管理を行っており、実ୡ環境や૦屋の੝ఊなども
૿ਊしています。そのいङれにおいても、1社ではなく、ള数の提案をਫ਼ୈし、
提案の中ମとコストを考えて採用するようにしています」と株式会社ミク
ニ 開発本部 ૼ୒情報管理஼ ஼長のਉ௟੸氏は話す。

CFIとMDSでਝ઼・ਝ定などの 
導入作業を大்にೄ੖
ള数のメーカーからワークステーションの提案を受け、メモリ性能やグ

ラフィックカードの性能を重視し、੄スペース性の高い製品を選定してい
く。「5年৐に導入したDell Precision T3500は、メモリも4GBで、ਊ時は
SSDが高価だったためHDDで利用しています。タワー஑で、その2年઄
後に導入した他社のSFF（スモール・フज़ーム・ファクタ）にૻべて非常に
大きく、ৗしい機器はよりコンパクトなᲕ৬であることも求められました」
と株式会社ミクニ 開発本部 ૼ୒情報管理஼ ᱎઢც氏は話す。

෫にઉ接ワークステーションを઼くとᛑをลってしまい、後のメンテナ
ンスが大૗になると考え、デスク上にワークステーションを઼くようにし
ている。しかし、ਝੑを行う社৩は௕面などをઁऑながらCADを操作する
必要があるため、よりコンパクトなワークステーションが求められていた。

いくつかの౜ଓの中から、Dell Precision Tower 3420を採用して62台
導入した理由を、コストやサービスをਫ਼ୈした੥ટと話すਉ氏は、ઃのよ
うに続ける。「2年઄৐に導入した他社のSFFタイプの製品よりも2/3の
大きさで、実機をৄたときにかなり৵さいというഀ଴を受けました。実際
に導入してみると、ड़フィス内が以৐よりもきれいにତቕされ、スペース
を有஍利用できています」。今後、ड़フィスのフリーアドレス化もਫ਼ୈして
おり、事業拡大で人を増やす必要もあると考えており、ワークステーショ
ンが高性能であるだけでなく、ೄ量コンパクトであることは必須であると
考えている。

実際の導入では、デルのCFI（Custom Factory Integration）とय़ッティ
ングとਝ઼を支援するMDS（Managed Deployment Service）が非常に
役にয়っている。ミクニは、国内に৵田ਉとాળの2つの開発ು点があり、
2D CADの環境が2つのು点で౮なるため、これまでঽ社で行っていたワー
クステーションのਝ定やਝ઼の作業をデルに任せることで、迅速かつ手間
をかけङに入れ替えが行えたという。「2つのঐスターを作るだけですべ
てを一੪的に任せられるのは、いいですね。ా ળには ITの૿ਊ者がおらङ、
今৚はੂめてのことなので現地でয়ち会いましたが、17台の೮ഈଜをඏு
してৗഈଜをਝ઼し、CADが使える૾ଙになるまで5時間ங২しかかか
らなかったのではないでしょうか。他社で৊様のサービスを受けようとす
ると、શのベンダーがൎஂすることになるため、コストや手間を೪えてデ

「ঽ৿੤部品に世界一の機能を࿌ൗして 

お客様に提案することが 

೑رの使୵である中で、必要不૭ಳな 

最ৗの高性能ワークステーションとして、 
Dell Precision Tower 3420を 

採用しました」

株式会社ミクニ
開発本部
理事 本部長
（ැ）ૼ ୒（PFT）ଁ ฐ部長
ར᫖ 利夫 氏



「CFIやMDSを使うことによって、コスト
を೪えてワークステーションのਝ઼から
導入・ਝ定までを行うことができ、国内2

ು点でスムーズな導入が行えました。迅速
にサポートしてくれて、万が一のトラブル
の場合にも安心して任せることができる
と考えています」

株式会社ミクニ
開発本部
ૼ୒情報管理஼
ᱎઢ ც 氏

ルがઉ接サービスしてくれるのは助かります」とᱎઢ氏は話す。海外にも
開発ು点を持ち、これらのサポートも৵田ਉのૼ୒情報管理஼で行ってい
るが、今後、海外で機器が必要になった場合でも、ワールドワイドでன開す
るデルのサポートを受けることができ、導入から現地サポートまでをૼ୒
情報管理஼でコントロールできることに期待している。

Dell Precision Optimizerで 
SOLIDWORKSの使用環境を 
最ి化
ミクニでは、Dell PrecisionTower 3420にNVIDIA Quadro K1200を

࿌ൗして利用しているが、以৐よりも高スペックなビデड़カードを使う
ことによって非常に඿ిに使えているとᱎઢ氏は話す。「以৐のNVIDIA 

Quadro K600では重かった作業も、NVIDIA Quadro K1200によって඿
ిに行えるようになっています。もっと上ਜ਼のNVIDIA Quadro K2000

もありますが、ા用対஍ટを考えて最ిなモデルを選択できたと思います」。

パフज़ーঐンス面でも非常に満足しているといい、ਝੑ者からは「ଫく
なっただけでなく、メモリが足りなくてこれまでできなかった解析も行
えるようになった」というଢもୂかれているという。実際には、2年઄৐に
導入したワークステーションよりも20٫くらいのパフज़ーঐンス਱上が
実現されているというᱎઢ氏は、ミクニが利用しているSOLIDWORKS

がDell PrecisionTower 3420で ISV認定されており、ঽ৿最ి化ツール
のDell Precision Optimizerを使ったこともパフज़ーঐンス਱上にఞଖ
しているのではないかと話してくれた。「他社の事例で、Dell Precision 

Optimizerを使って最ి化することで50٫以上パフज़ーঐンスが਱上し
たとୂいていたので、導入するときにすぐに使ってみました」。

パフज़ーঐンスが਱上することによって、3D CADでの作業をスムーズ
にできるだけでなく、解析時間の短ೠにもかなり貢献していると続けるᱎ
ઢ氏。また、ੵ 数のచ੖だけでなく、ਝੑ者のストレスをೄ੖する஍ટが高
いともᱎઢ氏は話しており、OSのକ৿やCADファイルを開く際に数分待
たされていたのが数十ଧに短ೠできるようになったと説明する。

デル・プロサポートを採用しているミクニでは、サポート面でもデルに
優ਜ਼点があると૎じている。「特に୦か大きなトラブルや問題が発生して
いるわけではありませんが、デルは、੾業と連௚して非常によくサポート
してくれていて、対応に満足しています。迅速に対応してくれているので、
今後万が一の大きなトラブルが発生した場合にも安心できると思います」。

CADのVDI化にも 
රਅしていく
「今後は、人の৿きによってワークステーションの台数を増やしていきた
いと考えています。今期は、現૔の台数で৚していきますが、売上を上ऑて
いくためにいくつもの開発案੯を್え଀෰が高い部౧もあるため、来期は
人を増やす必要があります。CADの利用૾யをৄて関બ部౧と話し合い
ながら、台数を増やしていきたいですね」とਉ氏は、今後の導入ੑ画を話す。

また、ల来的にはCADのVDI化についてもਫ਼ୈしているとਉ氏は続
ける。「これまでは、PDM（Product Data Management）で情報の一੪
化に取り組んできましたが、今後はより்ઁいPLM（Product Lifecycle 

「コストやサービスを考えて、 
デルを選びました。他のSFF஑の製品と 

ૻべて、2/3の大きさであったことも 

Dell Precision Tower 3420を採用した 

ৠめ手で、デスクの上に઼いてもਝੑ者の 

作業をじूませङに、௕面などを 

ઁऑながらCADを操作できます」

株式会社ミクニ
開発本部
ૼ୒情報管理஼
஼長
ਉ ௟੸ 氏

株式会社ミクニ
開発本部
ૼ୒情報管理஼
஼長
ਉ ௟੸ 氏

株式会社ミクニ
開発本部
理事 本部長
（ැ）ૼ ୒（PFT）ଁ ฐ部長
ར᫖ 利夫 氏

株式会社ミクニ
開発本部
ૼ୒情報管理஼
ᱎઢ ც 氏

専門スタッフへの 
お問い合わせ

お客様導入事例の一覧は 
こちらから

この記事を共有するDell EMCの 
ワークステーションの 
詳細はこちらから

デルがおすすめする Windows 10 Proҥ

Management）での情報一੪化に取り組みたいと思います。また、VDIに
も௪௡があり、੄スペース・੄電力をよりਤめていきたいと考えています。
७य़ュリティやレスポンスの問題がまだまだあるため、実現は先になりま
すが、૘なくとも৵田ਉとాળでVDIを実現して、ల来的には海外ು点で
も使えるようになって、データをシームレスにやり取りできるようになる
といいですね。デルには、これらのテクঀロジーや情報を提供してくれる
ことを期待したいと思います」。

最後に今後の事業ன開について、ར᫖氏にうかがった。「電気ঽ৿੤が注
目されていますが、೑رのバルブの૴৬制౪ૼ୒とポンプのૼ୒を組み合

わせてトータルで熱エネルॠーঐネジメントをモジュール化して供ஔす
る೽要は、まだまだ高いと考えており、国内外を問わङアプローチを続け
ていきたいですね。੸୽では、これまでもスロットルの電子制౪化や৿ఉ
の૭૗化などの஛୽のૼ୒をいちଫく取り入れてきたので、今後も஛୽の
ૼ୒を取り入れて、エンジンコントロールユニットもஅめたシステムのன
開を行っていこうと考えています」。

ഠ๘のঽ৿੤部品メーカーとして高いਦ౅を得ているミクニでは、今後
もモঀづくりૼ୒を高めて世界一の品質を目੐し、高২な開発力でৗたな
製品を生み出していく。
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「PC自体の優れたグラフィックス機能に加え、採用の決め手
となったのが、“デル プロサポート” サービスでした。当社の
ユーザは国内外の各地に点在しているため、年中無休の電話
対応とエンジニアによる出張修理で、現地に急行してもらえ
るサポートは魅力だったのです」

株式会社ソリッドレイ研究所
代表取締役
社 長
日本VR学会
理 事
神部 勝之 氏

カスタマー・プロファイル

企業名：  株式会社ソリッドレイ研究所
業 種： RV  システム開発
所在国：  日本
従業員数： 82  名
Webサイト：  www.solidray.co.jp/

課 題
ソリッドレイ研究所ではVR市場の急速な成長に
備え、高度なグラフィックス機能を省コストで実
現するVR Ready PCの活用を促進。全国
ユーザへの迅速なサポート体制強化にも取り
組んでいる。

ソリューション
デルのVR Ready PCであるDell Precision

および ALIENWARE は、NVIDIA 社の
Quadroを始め高機能なグラフィックスボード
に対応して、ヘッドマウントディスプレイ (HMD)

などの最新の VR環境にふさわしいハイパ
フォーマンスを提供。同時に、デルのオンサイト
保守サービスが国内外のユーザに対して迅速か
つ高度な技術サポートを提供し、システムの安定
稼動と高い顧客満足を実現する。

導入効果
•  強力なグラフィックス機能で、最新のVRソ
リューションに確実に対応

•  価格競争力と収益性を両立させる圧倒的なコ
ストパフォーマンス

•  高品質なパーツと堅牢な構造設計が、故障発
生率を最小化

•  用途や要求性能、コストに応じて、2つの機種
を使い分け可能

•  迅速な出張サポートで顧客の満足と安心を
約束

ソリューションエリア
•  バーチャルリアリティ
•  デル プロサポート

強力なグラフィックス機能と 
オンサイト保守サービスで、 
VRソリューションユーザに満足と安心を提供
ソリッドレイ研究所が自社のVRソリューション用システムにDell Precisionと
ALIENWARE™ を導入。デルのオンサイト保守サービスを活用して、 
問題発生時の迅速なサポート態勢を確立。

1987年の設立以来、バーチャルリアリティ（VR）のパイオニアとして、わ
が国におけるVRソリューションの開発シーンをリードしてきた株式会社
ソリッドレイ研究所（以下、ソリッドレイ研究所）。同社では独自に開発した
3D/VR空間構築・体験ソフトウェア「オメガスペース」を利用した、エン
ターテインメント向けから産業系ソリューション製品の開発。また都市
開発、建築・住宅関連、医療関連、人間工学などの研究・検証や、その他さ
まざまな応用分野のVRソリューションを提供している。さらに最近では、
安価で高性能なヘッドマウントディスプレイ（HMD）の登場に着目。これ
をネットワークで結ぶことで、多人数による同時疑似体験を可能にするな
ど、新たなVRの可能性を拓く製品開発で大きな注目を集めている。

　バーチャルリアリティ（VR） という言葉は、も
はや空想やフィクションの世界のものではない。
コンピュータの処理機能が飛躍的に向上し、映
像や音声を含む大量のデータをPCレベルで
も十分に扱えるようになったことが、近年のVR 
の普及を加速してきた。ソリッドレイ研究所はそ
うしたわが国におけるVRの歴史を通じ、約30
年間にわたって技術の進歩に貢献してきた先駆
者だ。
　同社のビジネスの特徴は、コンテンツの企画
からソフトウェア開発、ハードウェアのセッティン
グまでをすべて自社で手がけ、VRシステムとし
て提供している点にある。その中でもヒット商
品の一つ、「タップトーク」は、人が映像と戯れる
ことができるというエンターテインメント系のソ
リューションだ。たとえば床や壁に投影された
水に足を踏み入れると、あたかも現実の水面の
ように波紋が拡がる疑似体験の面白さが反響
を呼び、さまざまな施設から引き合いがあると
いう。もちろんこうした高度なVR環境を実現
するには、強力なグラフィックス処理能力を備え、
安定性に優れたハードウェアが欠かせない。そ
のために同社では、すでに1999年からDell 
Precisionを導入。最近ではゲーム専用の高
性能PCとして設計されたALIENWAREも加
わり、ソリューションの特性や要件に合わせた機
種の使い分けも可能になっている。

グラフィックス専用機から 
PC への移行にあたってデルを選択
　ソリッドレイ研究所は、1987年の設立とほぼ
同時に独自の立体映像装置の開発に着手。そ
の後も3Dソフトの開発や、リアルタイム・シミュ
レーションシステムの受注制作を行うなど、意
欲的に技術開発を進めていった。だが当時はま
だ、こうした高度なグラフィックス処理やシミュ
レーションには専用のハードウェアを使う必要
があったと、同社 代表取締役社長 神部勝之氏
は振り返る。
　「そのため 1990年代には、非常に高価な
シリコングラフィックス社製のハードウェアを

利用していました。それが2000年に入って
NVIDIA社が低価格のグラフィックスボードを
リリースしたのをきっかけに、コストの安いPC
へ移行しようと考えたのです」。
　PCへの移行にあたっては、自社でベンダー
の情報を収集して問い合わせや比較検討を行
い、Dell Precisionを選択した。その大きな
理由の一つが価格だ。同社 オメガ事業部 専門
部長 石田滋氏は、「圧倒的に、コストパフォーマ
ンスに優れていたというのがありました。価格
そのものに加え、パーツの組み合わせも豊富に
選べるのも魅力でした。当時の最新かつ最高レ
ベルのグラフィックスボードと CPUとを組み
合わせて、なおかつコストがリーズナブル、さら
にサポートも保証という条件が、すべてそろっ
ているのがDell Precisionだったのです」と
語る。
　中でも決め手となったのが、Dell Precision
に適用されるオンサイトサポートだ。デルの法
人向けサポートサービスには、PC本体のみを
保証する「デル オンサイト保守サービス」と、年
中無休の電話対応およびエンジニアによる出
張修理が保証された「デル プロサポート」とが
ある。同社が注目したのは後者だった。ソリッド
レイ研究所のソリューションのユーザは日本全
国に点在しており、とりわけ公共施設での展示
やアミューズメント系の製品の割合が多い。人
目に触れるため、トラブル時にはできるだけ短
時間での復旧が求められる。
「その点、現地に急行して修理対応が可能な

「1人ひとりの VR環境を
ネットワークで結ぶことで、
多くの人が同時にVR体験
をできるシステムが可能に
なります。その場合には、
各人の装着するヘッドマウン
トディスプレイそれぞれに
強力なPCが必要になり、
そこでもデルのPCは活躍
することになるでしょう」

株式会社ソリッドレイ研究所
代表取締役
社 長
日本VR学会
理 事
神部 勝之 氏

導入システム

ハードウェア

Dell Precision

ALIENWARE

サービス

デル プロサポート



プロサポートサービスは、当社の要望を十分に
満たすものでした。当時こうしたオンサイト保
守サービスを提供しているのはデル以外になく、
迷わず採用を決めたのです」と神部氏は語る。
　同社のユーザは、国外にも多数存在している。
それらすべてに横浜の本社からサポートに向か
うのは、ほぼ不可能だ。またPCのトラブルの
場合は、その製品を熟知したベンダーの専門家
が直接対応することが問題解決のスピードアッ
プにつながる。その点でも、世界中にネットワー
クを持つデルのプロサポートサービスは利用価
値があると判断したのだ。

2機種を使い分けることで 
パフォーマンスとコストのバランスを最適化
　ソリッドレイ研究所がDell Precisionを採
用した理由は、もう1つある。同社のVR コン
テンツには、立体視画像を用いたものが多い。
こうした高精度の3Dモデリングを可能にする
ため、グラフィックスボードにはNVIDIA社の
Quadroが多く採用されていた。しかしPC
への移行を決めた当時は、Quadro対応を
標榜するPCがほとんどなく、非対応のPCに
Quadroのグラフィックスボードだけを別に購
入して装着していた。
「ところが、そうするとコストが非常に高く
なってしまうのです。そうしたところにデルが
いち早くQuadroシリーズに対応した製品や、
インテル® Xeon® プロセッサーを使ったデュ
アルCPUのラインナップなど、他社に先駆け
た最新スペックの製品を次々にリリースしてき
ました」と神部氏は話す。
　神部氏によれば、VRではグラフィックスの
更新レートが、現実の動きを忠実に再現できる
かどうかの決め手になるという。たとえば作業
のシミュレーションソフトならば、ヘッドマウント
ディスプレイ (HMD)を着けた利用者が右に振
り向いたら、目の前の風景も瞬時に右に動かな
ければ、リアルな体験や感覚は味わえない。そ
れどころか、この映像の遅延が続くと、ユーザ
は“映像酔い”のような症状に悩まされてしまう
のだという。グラフィックスボードやCPUを含
めたグラフィックスのパフォーマンスは、まさ
にVRの生命線であり、常にその時代の最先端
かつ最高レベルのデバイスが要求される。こう
した理由から同社では長年Dell Precision
のみに絞って採用してきたが、近年は新たに
ALIENWAREをラインナップに加え、用途や
要求性能に応じて使い分けるようになった。
　「Dell PrecisionとNVIDIA Quadroの
組み合わせは非常に高性能な分、価格も高価で
す。一方で、ALIENWAREはコンシューマー
用の仕様設定なので、もう少しコストを抑えら
れるのです。このため要求される性能レベルに
合わせて使い分け、価格を最適化できるように
なりました」と石田氏は語る。

VRソリューションの信頼性向上や 
緊急対応の取り組みに大きな成果
　ソリッドレイ研究所が現在導入している製品
は、NVIDIA Quadro K2200搭載のDell 
Precisionでは5000シリーズが主になって
いる。またALIENWAREは、GeForceの最
上級グラフィックスボード搭載で、HMDでの動
作が保証されたVR Readyを謳うX51が採用
されている。
　長年これら2種類のVR Ready PCを利用
してきて、もっとも大きなメリットは、やはり信
頼性や安心感にあると神部氏は改めて評価す
る。もちろんその筆頭にはオンサイト保守サー
ビスが挙げられるが、それらにも増して、製品そ
のものの品質や堅牢さはデルならではだという。
　「当社にはコンピュータの専門家がそろって
いて、筐体を開けて中を見ただけで、どんなパー
ツを使っているか、どういう作りをしているかが
わかります。その点、デルは電源一つとっても
良い品物を使っています。自社でオンサイト保
守サービスを手がけているだけに、最善のサポー
トは故障しないことだと知っていて、最初から
壊れにくい設計を工夫しているのだと感じます。
それだけに、デルの品質への信頼度は非常に高
いですね」と石田氏は話す。
　それでも絶対に故障しないことはありえない。
そこで、もし故障が発生した際の修理しやすさ
も考えられている。中でも便利なのは、ドライ
バーなどの工具を使わずに部品交換作業が行
える点だ。こうしたメンテナンスのアイディアに
も、さまざまな国や地域、使用環境のもとでオ
ンサイト保守サービスを提供してきたデルの経
験値が盛り込まれているのだ。
　一方、石田氏はデル製品を利用してきたメリッ
トとして、優れたリカバリツールや診断ツール
が提供されているため、トラブル時の対応ワー
クフローが作りやすくなった点を挙げる。以前
は故障などが発生すると、自社の担当者が状況
を確認した上で、とりあえず必要な手当を行う
という、いわば“場当たり”的な対応になりがち
だった。それが今ではデルのオンサイト保守サー
ビスという保証があり、なおかつデル純正のリ
カバリツールや診断ツールで、どのような状況
でも同じ手順で確実に対応できるように改善さ
れている。
「トラブルシューティングの手順を、体系立て
てマニュアル化できたこと。なおかつ属人的な
対応から、標準化された組織としての対応に移
行できたのは大きな成果です」と石田氏は語る。
　こうしたハードウェアの信頼性確保や緊急対
応への取り組みが実を結び、同社のソリューショ
ンは順調に市場を拡大。上で紹介した「タップ
トーク」は、すでに全国40か所以上のショッピ
ングモールや博物館などに納入されている。こ
うしたエンターテインメント系製品の一方では、
産業系ソリューションに大きな実績を持ってい

るのも同社の特徴だ。その一つ、「労働災害疑
似体験VR システム～セーフマスター」は、製
造現場で起こりやすい「挟まれ、巻き込まれ」に
よる事故を疑似体験できるというもので、すで
に多くのメーカーの工場に導入され、安全教育
に活用されている。もちろんこれらの産業系ソ
リューションには、すべてDell Precisionが
使用されている。

将来に向けVRビジネスの飛躍の 
カギを握るのはHMDとネットワーク
　わが国のVRの歴史と共に歩んできた神部
氏は、まさに今こそがVRビジネスにとって千
載一遇のチャンスだと強調する。その原動力と
なるのが、最近Oculus社が発表した高機能
で安価なバーチャルリアリティ向けHMDだ。
これまでもHMD自体はいくつかの機種が存
在していたが、いずれも視野角が狭い上に重く、
装着感も劣る上、非常に高価でほとんど売れて
いなかった。Oculus社のHMDは、それらの
欠点をすべて解決した上で非常に安価な価格
を実現した革新的なデバイスだ。
　神部氏がこれを絶好の商機と見る背景には、
VRソリューションが長年抱えてきた、「同時に
1人しか体験できない」という致命的な制約が
あった。とりわけ産業系ソリューションでは、せっ
かく高価で場所をとるシステムを購入しても、
1人しか体験できないというのが導入のネック
になっていた。建築会社やメーカーからは、一
度に何人も体験できるシステムへの要望が絶
えなかったという。だが従来のハードウェアを
使用する限り、たとえば2人の人間が別々の方
向を向いた場合、1つの装置上に2つの異なる
VR映像を生成するのは物理的に不可能だ。
　「しかし各人が1台ずつHMDを装着して、同
時にそれらをネットワークでつなげば、複数の
人が同時に同じVR 環境を、しかも個々に体験
できるようになります。その意味で、この千載
一遇のチャンスをつかむカギは、ネットワークに
こそあると確信しています」と神部氏は話す。
　この新たな潮流に向け同社では、すでにネッ
トワーク経由で多人数が同時にコントロール可
能なVR空間共有システムの開発を完了。映画
館など新しい分野のユーザからの問い合わせ
が来ているという。またこうした大規模VRで
は、HMD1台ごとに強力な処理パワーを備え

たPCが必要になる。具体的には、ネットワーク
機能、とりわけマルチキャスト機能の強化が急
務だ。VR環境のネットワーク化が進めば、近い
将来、1,000人、1万人が同時にVR体験を行
えるようなソリューションへのニーズが次々に
出てくるのは間違いない。そうした時に、ソフト
とハード両面で同社のビジネスをサポートする
体制づくりが、デルにも求められると神部氏は
示唆する。こうした専門家の声に応えるべく、す
でにデルでもVR Ready PCの環境整備を進
めている。中でもHMDではOculus Riftお
よびHTC Viveの2つのデバイスについて、
Dell Precision、ALIENWAREが共に認定
取得済みだ。
　「もちろんHMDやネットワーク以外にも、ま
だまだVRの可能性は拡がっていくでしょう。具
体的にどのような方向かというのは未知数です
が、思わぬところにこそ使い道があると私は考
えています。開発や教育、お客様へのプレゼン
テーションを始め、VRを手がけてみようと思う
人や企業が、それぞれにアイディアを試してみ
ることで、新しい分野やこれまでになかった効
果を発揮できるようになると思います」と未来
を語る神部氏。VRの世界をリードするソリッド
レイ研究所の歩みを、デルのVR Ready PC
が加速していきます。
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「導入時の比較検討で、
デルは他社製品に比べて
圧倒的にコストパフォー
マンスに優れていました。
当時の最新かつ最高レベ
ルのグラフィックスボード
とCPUとを組み合わせ
て、コストもリーズナブル、
そしてサポート保証という
条件が、すべてそろってい
るのがDell Precision
だったのです」

株式会社ソリッドレイ研究所
オメガ事業部 
専門部長 
石田 滋 氏

株式会社ソリッドレイ研究所
代表取締役
社 長
日本VR学会
理 事
神部 勝之 氏

株式会社ソリッドレイ研究所
オメガ事業部 
専門部長 
石田 滋 氏



「Dell Precision 3000シリーズ（3510）をビジュアルソ
リューション部に60台導入することによって、パフォーマンス
が高くなるのはもちろん、PCのスペックによるミスが劇的に
少なくなることで、お客様の信頼も得られ、我々の機動性も
向上します。高スペックでありながら低コストのモバイルワー
クステーションであるため、他の部署でも活用できないかと
考えて、30台を追加導入し、合計90台導入しています」

株式会社タケナカ
専務取締役 /プロデューサー
営業本部長 兼 東京支店長　長崎 英樹 氏

最新のCPUとグラフィックスを搭載した 
モバイルワークステーションを導入し、 
機動力の向上と業務の可能性を広げる
クリエイティブな作業も可能な高性能なモバイルワークステーションを 
一括導入することで迅速で確実なサービスを提供、サービスの価値も高める

カスタマー・プロファイル

企業名：  株式会社タケナカ
業 種：  デザイン、写真、IT、サービス、 

広告、イベント

所在国：  日本
従業員数：  約100名
Webサイト：  www.takenaka-co.co.jp

課 題
タケナカのビジュアルソリューション部では、医
療系の学術集会で利用するコンシューマ向けグ
ラフィックカード搭載のノートPCの老朽化によ
りファイル転送速度や動画再生の不具合などの
トラブルが時折発生し、バッテリの消耗も激し
かった。そのため、最新で高スペックのマシンを
低コストで導入することを検討していた。

ソリューション
BTOメーカーのノートPCに決まりかけていた
ところ、デルのモバイルワークステーションの情
報を得る。ワークステーションとしてのスペック
の高さと、スペックと比較して低コストであるこ
とから、最終的にDell Precision™ 3000シ
リーズ（3510）を60台導入し、他の部署でも活
用できると考えて、さらに30台を追加し、合計
90台導入した。

導入効果
01  • 分かかっていた数GBのファイル転送が
数倍速くなり、動画再生の不具合などのPC

によるミスをなくすことでクライアントの信頼
も得られる。

•  クリエイティブ制作に持ち帰らなくても問題
の修正や動画の変更を現場で行い、スピード
と機動性を向上できる。

•  クリエイティブを扱える営業や技術などを育
成するために活用することができる。

ソリューションエリア
•  モバイルワークステーション

1926年に創業した株式会社タケナカは、タイガーというブランド名で
35mm映写機の製造販売を開始。時代の変遷とともに映像・音響機器
のレンタル・販売やプランニング・施工、イベント演出企画・制作、映像音
楽制作・編集などのさまざまな事業を手がける、「映像・音響とイベント
と ICTのトータルサービス」を提供している。日本有数の3Dプロジェ
クションマッピングのリーディング企業としての評価も高く、2015年に
大天守保存修理工事を終えた姫路城のプロジェクションマッピングでは
3日間で19万人を集め、毎年クリスマスに行われる「イルミナイト万博」
での太陽の塔のプロジェクションマッピングも手がけている。

タケナカでは、医療業界での学術集会に利用
するノートPCの老朽化に伴いノートPCの入
れ替えを検討。BTOメーカーの製品を導入し
ようと考えていたところ、同じタイミングにリリー
スされたデルのモバイルワークステーションに
注目し、スペックの高さと業務利用での可能性
を感じて、「Dell Precision™ 3000シリーズ
（3510）」を60台導入に変更。また、学術集会
や国際会議などのイベントだけでなく、他の事
業でもDell Precision M3510が大きな力
となると感じたタケナカでは、試験的に30台を
導入してさまざまな用途に活用しようと考えた。

積極的に ITを取り入れて 
効率化を実現していく
　2016年に創業90周年を迎えたタケナカは、 
創業当時は35㎜映写機の製造・販売を行い、
その後プロジェクタや映像・音響機器のレン
タル・販売やプランニング・施工も行ってきた。 
しかし、映像・音響機器のハードウェアメーカー
が多数ある中で差別化する必要があると考え、 
2002年にコンテンツ制作を手掛けるように。
「ハードウェアのほうが安定した売上を計上
することができますが、将来のビジョンを見据
えてソフトウェアの事業を行うことを決断しま
した。当時は赤字でしたが、クリエイティブな
制作をしっかりやることで、社員の働く意欲を
上げ、プライドを持って仕事に取り組むことがで
きると考えました」と株式会社タケナカ 専務取
締役 /プロデューサー 営業本部長 兼 東京支
店長の長崎英樹氏は話す。
　デジタルの制作環境が普及するにつれて、イ
ベントやコンサートなどのさまざまな演出で映
像機器や映像ソフトが使われるようになるとと
もに、タケナカは企業として大きく成長。また、
数年前からはプロジェクションマッピングに力を
入れ、大きな話題となる多くの作品を手掛けて
いる。「我々は、新しいものを日本で初めて行う
ということにこだわって、常にアンテナを張って

います。プロジェクションマッピングを日本で初
めて行うときにも、情報を収集して海外の展示
会に行き、いち早くジオメトリ補正機（立体の凹
凸の部分に沿うように映像を歪める装置）を導
入しました。いち早くやることでアドバンテージ
を持ち、お客様の信頼も得られると考えていま
す」と長崎氏は話す。
　映像・音響のハードウェアとソフトウェアを手
掛けるタケナカにとっては、ITは必要不可欠な
ものとなる。多数の機器や人が関連する現場
を取りまとめるためにも、同社では十数年前の
従業員50人程度のころから基幹システムやグ
ループウェアを積極的に取り入れて、作業の効
率化を常に心がけているという。また、PCや
ワークステーションも、コンテンツ制作には欠か
せないものであり、長崎 氏は、「我々のやりた
いことをやるためには、常にPCが進化していく
ことが重要です」と話している。

最新のプロセッサーとAMD FireProを 
搭載したモバイルワークステーションを導入
　多くの映像・音響に関わるビジネスのひとつ
として、ビジュアルソリューション部は、医療系
の学術集会や国際会議などのイベントでプレ
ゼン資料などの映像投影や音響なども手掛け
ている。特に、医療系の学術集会では、3日間
ほどの会期の中で各会場に2台のノートPC
が必要となり、受付では 100～ 200人以上
の来訪者を迎え入れて、案内やMicrosoft 
PowerPoint資料の受け渡しを行うため、20
台以上のPCが必要になるという。会場が 15
を超えるような場合には 50台以上のノート

「Dell Precision 3000
シリーズ（3510）を使えば、
たとえばプロジェクション
マッピングの現場で演出の
変更や修正などが必要な
場合に持ち帰って作業する
のではなく、その場で修正
することができます。ワー
クステーションを持ち歩く
ことができることによって、
我々のビジネスは大きく変
わっていくと思っています」

株式会社タケナカ
専務取締役 /プロデューサー
営業本部長 兼 東京支店長
長崎 英樹 氏

導入システム

ハードウェア

Dell Precision 3000シリーズ（3510）



PCが必要になるため、ビジュアルソリューショ
ン部では、60台の同じ機種のノートPCを用意
している。
ノートPCの老朽化によってパフォーマンス

に不満が残るようになり、60台のノートPCの
入れ替えを検討するようになったと話す株式
会社タケナカ 大阪支店 営業本部 ビジュアル
ソリューション部 プロデュース課 サブマネー
ジャーの山下紘生氏は、当時を振り返って次の
ように話す。「学術集会の現場では数GBのファ
イルを何百人にも配布する必要があるので、
データ転送速度が遅いことが問題となっていま
した。また、プレゼン資料はPowerPointが
ほとんどですが、3Dオブジェクトや動画を貼っ
ていることも多く、動画がうまく動かなかったり、
グラフィックの文字化けが発生するなどのトラ
ブルも課題でした。長年使ってきたため、バッテ
リの消耗が激しいことも不満でしたね」。
　Windows 10がリリースされた段階で新た
なノートPCの導入を検討し始めた山下氏は、
必要なスペックと価格で比較し、一時はBTO
メーカーの製品に決まりかけ、見積りまで取っ
ていたと説明する。しかし、当時リリースされた
ばかりのデルのモバイルワークステーションの
存在を知り、ノートPCと変わらない価格でこれ
だけのスペックがそろっているのであれば、将
来も見据えてデルのモバイルワークステーショ
ンを導入したほうがよいと判断したのだという。
　結果、ビジュアルソリューション部では、Dell 
Precision 3000シリーズ（3510）を60台
導入した。BTOメーカーの製品と比べて、デ
ル製品のほうがサポートや信頼性が優れてい
ることは言うまでもなく、安定した端末を求め
ていたタケナカにとっては、しっかりとした ISV
認証でドライバやソフトウェアが保証されてい
ることもメリットとなる。また、従来使っていた
ノートPCとは性能やパフォーマンスで大き
な違いがあることも、現場の期待とモチベー
ションアップにつながっている。たとえば、以
前のノートPCは32nmプロセスのインテル
® Core™ i5-540M プロセッサーが使われ
ているが、Dell Precision 3000シリーズ
（3510）では最新の 14nmプロセスの第6世
代のインテル® Core™ i7 プロセッサーが搭
載されている。CPUだけ見ても、デュアルコ
アからクアッドコアになり、スレッド数が4から
8に、ターボ・ブースト利用時の最大周波数が
3.07GHzから3.60GHzに、L2＋L3キャッ
シュが3584KBから9216KBになり、大幅な
パフォーマンスアップが期待できる。「プレゼン
テーション資料の受け渡しのため、当初は光学
ドライブが搭載されていることが要件となっ
ていました。Dell Precision 3000シリーズ

（3510）には光学ドライブがありませんが、結
果的に資料の受け渡しはUSBメモリで対応で
きるので問題ありません」と山下氏は話し、光学
ドライブがない分、スタイリッシュでスリムな筐
体になっていることにも満足を得ているという。
　また、Dell Precision 3000シリーズ
（3510）は、グラフィックスに最新の「AMD 
FirePro™ W5130M 2GB GDDRS」を搭載
していることも大きな特徴となっている。モバ
イル機器でありながら、非常に高いグラフィック
ス性能をはじめとする高いスペックを持つこと
に驚いたと話す長崎氏は、ビジュアルソリュー
ション部に導入した60台とは別に、試験的に
30台を導入したことを明かした。「ビジュアル
ソリューション部から話を聞いたときには、PC
のスペックによるミスが劇的に少なくなり、パ
フォーマンスが高くなると感じました。新たな
モバイルワークステーションのコストを直接
お客様に転嫁することはできませんが、長期
的に考えれば、会社として最も大事な信用を
得るために必要な投資だと考えました。Dell 
Precision 3000シリーズ（3510）は非常に
高スペックでありながら価格とのバランスがよ
いので、他の部署でも活用できないかと考えて、
30台追加しています。まだ、どのように活用す
るかは模索中ですが、たとえばプロジェクション
マッピングの現場で演出の変更や修正などが必
要な場合に持ち帰って作業するのではなく、そ
の場で修正ができれば、機動力とスピードも上
がり、お客様の信頼も勝ち取ることができると
思います」と長崎氏は話す。

モバイルワークステーションを
さまざまな形で活用する
　最新のモバイルワークステーションである
Dell Precision 3000シリーズ（3510）を導
入することによって、ビジュアルソリューション
部が抱えてきた課題である動画再生の不具合
や転送速度、バッテリ消耗などの課題はすべて
解決されることになる。現在はまだ検証段階で
はあるが、動画の編集などでの安定性が高いと
いう評価を現場から聞いていると山下氏は話す。
「以前は、プレゼンテーション内の動画がコー
デックの問題で動かない場合、別のPCにファ
イルを移動してエンコードし直す必要がありま
した。今後は、Dell Precision 3000シリー
ズ（3510）だけでトラブルの対処なども行えれ
ば、時間や手間を短縮できることになります。ソ
フトウェアの起動も速く、ファイルのコピーも
10分かかっていたものが2分少々で終わり、
4倍程度速く処理できるようになったと感じて
います」。また、学術集会ではまだハイビジョン
（HD）化は進んでいないが、今後HD化が進ん

でもすぐに対応できることも、今回の導入のメ
リットと山下氏は考えているようだ。
　長崎氏は、30台のDell Precision 3000
シリーズ（3510）の今後の活用について、さま
ざまなことを考えていることを明かした。「クリ
エイティブな制作の現場では、従来通り最高ス
ペックのワークステーションを利用していかな
ければなりませんが、営業や技術がモバイル
ワークステーションを使うことによって、これま
ではできなかったことが、できるようになると感
じています。前述のように、クリエイティブまで
戻さなくても現場で簡単な修正や変更を行え
れば、機動力やスピードが上がるので、ある程
度のクリエイティブが行える営業や技術を育成
するためのトライアルとして、よい製品に巡り
合ったと思います。また、インタラクティブ映像
の現場も、かなりの台数の PCを持って行き、
現場で作業し直したり、微調整を行うことが多
いので、今後Dell Precision 3000シリーズ
（3510）を使えるようになれば、非常に便利に
なると思います」。
　今後は、さまざまな部署の現場で試していき、
将来的にDell Precision 3000シリーズ
（3510）を増やすかどうかを検討していくとし、
「Dell Precision 3000シリーズ（3510）

は、価格以上のスペックを持っているので、我々
に限らず、さまざまなクリエイティブの現場で
使われていくと思います。ハイスペックなノー
トPCを導入するなら、モバイルワークステー
ションを導入したほうがよいと思います」と話す
長崎氏。
　タケナカでは、効率化を実現するための ITに
対しては積極的に投資していくことを考えてお
り、ワークスタイルの変革にも取り組んでいる。
「我々の業界は長時間労働となりがちなので、
常に効率化を求めていかなければなりません。
また、優秀な人材を確保するためにも、女性の
働き方も考えてきました。現在、試験的にクリエ
イティブ制作の女性に在宅勤務を行ってもらっ
ていますが、これらを実現するためにも ITの力
が重要です。非常にうまくいっているので、今後
は増やしていきたいですね。Dell Precision
3000シリーズ（3510）を使うことで、営業や
技術が場合によって直行直帰できるようにする
ことも考えていきます」と長崎氏は今後の展望
を話してくれた。
タケナカは、今後も優れたプロジェクション

マッピング作品やコンテンツを作成することで
人々を楽しませ、映像と音響のリーディングカ
ンパニーとして新たな挑戦を続けていく。

ユーザ導入事例ウェブサイトにて、他にも多くの事例をご覧いただけます。
www.dell.co.jp/casestudy
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「プレゼンテーション内の
動画がコーデックの問題
で動かない場合、別のPC
にファイルを移動してエン
コードし直さなければな
りませんでしたが、Dell
Precision 3000シリーズ
（3510）だけでトラブル対
処も行えるのは便利です。
ソフトウェアの起動も速く、
ファイルのコピーも10分
かかっていたものが 2分
少々で終わり、4倍程度速
く処理できるようになった
と感じています」

株式会社タケナカ 大阪支店
営業本部 ビジュアルソリューション部
プロデュース課
サブマネージャー
山下 紘生 氏

株式会社タケナカ
専務取締役 / プロデューサー
営業本部長 兼 東京支店長
長崎 英樹 氏

株式会社タケナカ 大阪支店
営業本部 ビジュアルソリューション部
プロデュース課
サブマネージャー
山下 紘生 氏



カスタマー・プロファイル

企業名： 株式会社堀場製作所
業 種： 製造業
所在国： 日本
従業員数： 138,6  名 

（2015年12月31日現在）
Webサイト：  www.horiba.com/jp/

課 題
共有ワークステーションを利用し、3D CAD
「PTC Creo」で開発設計している株式会社堀
場製作所では、高額なワークステーションの撤
廃、本社以外の拠点での3D CADデータのダ
ウンロード時間、設計途中のプロセスも含めた資
産の集約および活用といった課題に対し、
NVIDIAの vGPUとCitrix XenServerを
使って3D CADのVDI化 ,グラフィックス仮想
化を検討。しかし、あまり先行事例がない状態
で、実務に耐えられるシステムを構築できるのか
という不安が残っていた。

ソリューション
Dell Precision ™ R7910とDell Wyse 
Xenith Proを選択して、構築パートナーのデ
ルやネットワールドと1つのチームとなって検証
を繰り返すことで、開発設計者の思考を妨げな
いパフォーマンスを確保した環境を構築し、グラ
フィックス仮想化をいち早く導入。一部で本番
稼動させ、今後は国内各拠点へ広げ、将来的に
はアジアパシフィック、北・南米、欧州の各リー
ジョンで同様のシステムを構築し、国内外の全
拠点で隔たりのないオープン＆フェアでベスト
な環境を提供していく。

導入効果
•  グラフィックス仮想化によって、データ転送速
度を京都本社で1.4倍、各拠点で2倍に向上さ
せ、開発設計の生産性向上と新製品開発スピー
ド向上を目指せる。

•  従来のワークステーションでは大規模な新拠点
ができた場合管理部門を増員しなければ移設・
管理が行えなかったが、設定や運用が容易な
Wyseの採用により増員なしで本社同等規模
の台数でも移設・管理が可能。

•  将来的にグローバル規模で統一した環境を敷
設することで、プロジェクトや製品に合わせた開
発設計プロセスを柔軟に組むことができ、新製
品の品質向上や開発スピード向上につながる。

ソリューションエリア
•  グラフィックス仮想化ソリューション

3D CADをVDI、グラフィックス仮想化で提供し、 
設計資産をサーバに集約することにより、 
ハードウェア資産の無駄をなくし、 
設計資産の活用促進とセキュリティ向上
vGPUで3D CADのVDI化を実現し、転送速度を最高2倍に向上。 
レビュースペース増設で新製品の開発設計プロセス全体の最適化に寄与。

「デルとネットワールドと我々で1つのチームとなることで、
3D CADのVDI化の可能性を徹底的に検証することができ
ました。新しい技術に対して、徹底的に我々と付き合ってくれ
て、形が見えるようにしてくれたのはデルだけでした。」

株式会社堀場製作所
開発本部 開発企画センター
センター長
兼 知的財産戦略部 部長 兼 開発プロセス改革部 部長
速水 雅明 氏

京都市に本社を構える株式会社堀場製作所（以下、堀場製作所）は、自動車、
環境・プロセス、医用、半導体、科学の5つのビジネスセグメントで分析・
計測システムをグローバルに提供しているリーディングカンパニー。「おも
しろおかしく」を社是としているが、この言葉には、人生の一番よい時期
を過ごす「会社での日常」を積極的でエキサイティングなものにしてほし
いという願いが込められているという。世界シェア80％のエンジン排ガ
ス計測システムなど、世界トップクラスのシェアを有する製品が売上高全
体の約6割を占めている同社では、2015年7月に英国MIRA社を傘下
に収め、テストコースを使った車両試験や車両エンジニアリングの領域へ
事業を展開して、さらなる成長を進めようとしている。

　2015年に創業 70周年を迎えた堀場製
作所では、新たに「HORIBA B IWAKO 
E-HARBOR」（滋賀県大津市）を建設し、ガス
計測の営業、開発、設計、生産、サービスをノン
ストップで実行できる拠点として2016年春か
ら運用を開始する。開発設計に使う3D CAD
として「PTC Creo」を利用していた同社
では、HORIBA BIWAKO E-HARBORの
建設やハードウェアのリプレイスのタイミン
グにあって、NVIDIAの vGPU（共有仮想
GPU）を使ったVDI環境で3D CADを使う、
グラフィックス仮想化で、ハードウェアコストの
最適化と設計資産の集約を目指している。デル
とともに検証を行うことで国内での vGPUに
よるVDI環境の構築を実現し、グローバルも
含めた展開を順次進めようとしている。

ハードウェア資産の最適化と設計資産の活用に
グラフィックス仮想化を利用する
　堀場製作所では、国内のグループ会社の3D 
CADを京都本社で統合的に管理し、開発設計
データを集約。各拠点では必要なデータをダウ
ンロードして、完成させたデータをアップロード
していた。しかし、京都本社以外の拠点では、ネッ
トワーク帯域の関係でデータのダウンロード／
アップロードに時間がかかるという問題があっ
た。また、設計途中や完成に至らなかったデー
タはローカルに残っているというケースもあり、
技術資産という点で課題になっていたという。
　株式会社堀場製作所 開発本部 開発企画セ
ンター センター長 兼 知的財産戦略部 部長
兼 開発プロセス改革部 部長の速水雅明氏は、
次のように話す。「VDIで3D CADを提供で
きれば、開発設計者のエンジニアリング行為が
すべてサーバに格納され、堀場製作所の資産
とすることができます。開発設計者が意識する
ことなく、サーバに集約することで、研究や実
験も含めた途中のプロセスも資産として今後
の開発に役立てることを考えました」。

　また、開発設計のプロセスでは3D CADを常
時利用することは少なく、共有ワークステーショ
ンでフローティングライセンスのPTC Creo
を利用していた堀場製作所だが、ライセンス
数よりもハイスペックなワークステーション
の台数が多くなり、稼働率が低くなってしまう
ことも課題の 1つだった。特に、開発メンバー
が品質を高めるために大画面で3D CADを
用いて設計を検証するレビュースペースに置
かれた高性能ワークステーションは、レビュー
以外では使われないため、稼働率が非常に低
いことになる。さらに、HORIBA BIWAKO
E-HARBORの本格運用に向けて、移設時に
は多くの台数のワークステーションを運び、設
定を行う必要があり、運用開始後の保守も考え
ると、現在の管理部門の人員数では足りず、人
員増などを検討しなければならないことが予
想されていた。
　NVIDIAが vGPUを発表し、ワークステー
ションがリプレイスを迎えているタイミングで、
加えて同時期に大規模な新拠点のHORIBA 
BIWAKO E-HARBORの建設計画が進む
中で、費用を抑えた形でグラフィックスの仮想
化が実現できると考え、どのようなハードウェ
アの組み合わせでシステムを構築すればよい
のかを検討し始めた。

「我々は、開発設計者が使
いたいときに思考を止めず
に使える環境を一番に考え
る必要があります。数秒間
でも待たせるようなシステ
ムでは開発設計者の思考
を止めることにもなりかね
ません。厳しい要求を行っ
たと思いますが、デルはそ
れに応えてくれました。」

株式会社堀場製作所
開発本部 開発企画センター
センター長
兼 知的財産戦略部 部長 兼  
開発プロセス改革部 部長
速水 雅明 氏

導入システム

ハードウェア

Dell Precision R7910 
（NVIDIA K2）

Dell Wyse Xenith Pro 2

ソフトウェア

Citrix XenServer 6.2

PTC Creo



徹底的な検証を行い 
確実に実現できる確証を得る
　一般的なVDI環境とは異なり、容量の大き
なデータを扱う3D CADをVDI化するため
には、非常に高い要件が求められる。堀場製作
所の根幹となる製品開発を担うシステムを提
供するためには、徹底的な評価を行い、実際に
利用できる確証を得る必要があった。「他に事
例もない中ではありますが、3D CADのVDI
化が実現できる形が見えてきて、早い段階で
導入を決断しましたが、決して机上の空論で話
を進めていたわけではありません。これまでも、
一部の社員が社内システムをVDIで利用する
などの実験を行っており、見るべきポイントや
課題は理解していました。その中で、徹底的に
ベンチマークを行って3D CADに取り組み、
評価していくことが重要だと考えていました」
と速水氏は話す。
ワークステーションと構築パートナーにつ

いては複数のメーカーを検討し、それぞれグ
ラフィックス仮想化環境構築をテストしていっ
たが、なかなか思うような結果を得ることがで
きなかったという。株式会社堀場製作所 開発
本部 開発企画センター 開発プロセス改革部
R&D ITチーム マネジャーの船田紘平氏は、
徹底的な評価を行う中で、インテル® Xeon®

プロセッサーとNVIDIA GRID™ K2Aを搭載
した高性能リモートワークステーションである
Dell Precision R7910を選び、構築パート
ナーとしてデルおよびネットワールドを選択し
た理由を次のように話す。「どの構成でも一部
のソフトウェアがうまく動かないなど、本番環
境で利用できる見込みがつかない中、一番手
厚く我々をサポートしてくれたのがデルでした。
最初に提案された構成ではうまくいかないこと
を相談すると、すぐに別の構成を提案してくれ
て、実現できそうな形になるまで我々と一緒に
検証を繰り返してくれました。実際に利用でき
ると確信できたのはデルが提案してくれた環
境だけでした」。
　3D CADなどのエンジニアリング系のツー
ルは、カタログスペックだけでなく、実際に使っ
てみないとわからず、ハードウェアの組み合わ
せによってはうまく動かないことも多いが、こ
のような検証作業を繰り返し積み上げる中で、
船田氏は、XenServerやPTC Creoとデル
製品の親和性を実感していったという。
　また、速水氏も次のように話を続ける。「企
業の隔たりなく、デルやネットワールドが 1つの
チームとなってプロジェクトを進められた点が
よかったですね。我々は、開発設計者が使いた
いときに思考を止めることなくすぐに使える環
境を一番に考える必要があります。数秒間で
も待たせるようなシステムでは開発設計者の

思考を止めることにもなりかねないのです。厳
しい要求を行ったと思いますが、それに良く応
えてくれました。もし他社のハードウェアを使っ
ていたとしたら、検証とチューニングを繰り返
せば、ある程度のものはできたかもしれません
が、他に事例がないあたらしい技術に対して、
デルと同じくらい徹底的に我々と付き合っては
くれなかったかもしれませんね」。

地方拠点で2倍の速度改善を実現し、 
増員なしでの新工場移設も見込める
　約 1年間の徹底的な検証とベンチマークに
よって、確実にハードウェアを減らし、開発設計
者が意識することなく設計資産を集約するこ
とが確証できたことで、堀場製作所の開発本
部では、Dell Precision R7910とCitrix 
XenServer を新たな開発設計基盤とする
プロジェクトを本格的に進めることを決めた。
今回の構築では、4台のサーバで、VDI環境を
提供し、クライアント環境として38台のDell 
Wyse Xenith Proを導入。ゼロクライアン
トであるWyseを選択した理由は、端末への
インストール作業がなく、設定や運用に手間
が取られないことが大きな理由だ。また、3D
CADデータをデータセンターからダウンロー
ドしていたときに比べ、データセンター側で稼
動させてVDIで提供することで、読み込み速
度が非常に速くなったと船田氏は説明する。京
都本社で約 1.4倍、それ以外の拠点では約 2
倍の速度改善が実現できているため、今後の
生産性向上に期待できる。また、堀場製作所で
は、1製品のライフサイクル全体を 1エンジニ
アが受け持ち、開発、設計、品質管理、予算管
理などを分業しない独特の開発体制を持ち、
HORIBA BIWAKO E-HARBOR での
営業、開発、設計、生産、サービスをワンストッ
プで行うことを目標としている。その中で、柔
軟に利用できるVDI環境は、開発設計者、現場
のサービスマン、生産技術者が柔軟にレビュー
を行い、初期段階での問題点の洗い出しなど
の品質向上の後押しとなることも期待される。
　HORIBA BIWAKO E-HARBORの本
格稼動に向けて、すでに移設作業が進められ
ているが、多数の重いワークステーションを
運んで細かな設定を行う必要がなく、軽量な
Wyseを運んでサーバ側の設定変更を行えば
よく、管理部門を増員しなくても移設を進めら
れる目処もついたという。さらに、高額なワー
クステーションを購入しなくてもモニタだけ
でレビュースペースを作ることができるため、
HORIBA BIWAKO E-HARBORではレ
ビュースペースの数を増やし、新製品開発のス
ピードや品質の向上を行えるようにすることも
予定されている。

グローバル展開してオープン＆フェアでベスト
な環境を全拠点に提供していく
　VDI環境のメリットとしては、場所を選ばず
に同じ環境を提供できることだ。今後は、今回
構築した環境を国内の各拠点に広げ、更にはア
ジアパシフィック、北・南米、欧州の各リージョ
ンでも同様の環境を構築することを堀場製作
所では考えている。「我々の役割は、オープン＆
フェアで、どのような人員規模の国内外拠点の
開発設計者にもベストな環境を提供し、開発設
計者のアイデアを製品に活かすことです。また、
プロジェクトによっては、たとえば東京オフィス
に開発設計者を移動させてチームを組むこと
もあります。このような場所の移動や、緊急な
増設などにもすばやく対応できることがVDI
のメリットです。それを加速させるためにも、
Wyseやデータセンター側のハードウェアの納
期時期を今よりも更に早くしてもらえるように、

デルにお願いしたいですね」と速水氏は話す。
　国内およびグローバルでグラフィックス仮想
化が実現できれば、これまで各拠点で異なって
いた開発環境を統一することができ、運用面
でも大きなメリットが生まれる。それらの環境
を整えていくことで、堀場製作所では日本の技
術力を活かした最高品質の製品を生み出し、グ
ローバルでNo1の製品を提供していくことを
目指していく。「我々の基本的なポリシーは、グ
ローバルにオープン＆フェアな環境を提供する
ことです。デルは、我々と同様にグローバルで
活躍しておられる企業であり、世界中でサポー
トを受けられることも選択した理由の 1つです。
品質のよいものをできるだけ早く提供するた
めの環境は今後も徹底的に作っていく必要が
あり、お客様によい製品を提供するベストを尽
くし続けなければならないと考えています」と
速水氏は話している。

ユーザ導入事例ウェブサイトにて、他にも多くの事例をご覧いただけます。
www.dell.co.jp/casestudy
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「従来は3D CADデータ
をダウンロードして利用し
ており、帯域によってはダ
ウンロードに時間がかかっ
ていましたが、今回のVDI
環境では、3D CADデー
タの読み込み速度が大幅
に向上し、京都本社で約1.4
倍、地方の各拠点では約2
倍速度が改善しました。」
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ビジネス課題
ಠಛでのૐ品作業を஍૨化し、パーパーレス化を行いたいと考えていた

水৙ਓ業株式会社では、利用するデバイスとして、フज़ークリフト専用の
੤ൗഈଜ、ঁ ンディターミナル、iPad、ત安のAndroidタブレットなどのさ
まざまな選択肢をਫ਼ୈしていた。しかし、フज़ークリフトのஷ৿などに耐
えられるかどうかが課題だった。

ソリューション
クライアントソリューション  ٴ
 -  Dell Latitude 12 Rugged Tablet

導入஍ટ
フज़ークリフトの作業৩が定期的にૐ品リストを取りに来る手間を  ٴ

੄き、作業஍૨が਱上。

ૐ品リストを౛に出力してல分けする手間も੄き、ペーパーレス化  ٴ
を実現。

ٴ swodniW  環境で、業ਜに合わせたアプリを柔軟にঽ社開発できる。

、専用ഈଜの組み੢みOSとは౮なり、Windowsの開発環境を使え  ٴ
現場の要஦に合わせた੝ఊ・੝ఒが行える。

堅牢なタブレットで
ペーパーレス化と作業஍૨の਱上を実現
水৙ਓ業では、フज़ークリフト専用ഈଜではなく耐้ொ性に優れた
Windowsタブレットを採用することで、柔軟なアプリ開発を行え、業ਜに
最ిなシステムを構ണし、作業஍૨の਱上を実現した

྘売業  |  日本 

フज़ークリフトの作業৩の
手間を੄き、

作業஍૨が 
਱上

౛出力によるૐ品リストの
ல分けする手間を੄き、

ペーパーレス化 
を実現

水৙ਓ業株式会社（以ৣ、水৙ਓ業）は、外୫ਓ業を中心とした使いຽて
容器やෆ材を日本全国で販売。౛コップ、ரرහ੗なෆಎৱ材థ、સり⎣、
グラス、スプーン、クリーンय़ャップ、ຸ දなど、外୫ਓ業が利用する੗ர
੗様な଎ራ品を取りඞっていることが৊社の特徴の 1つだ。ड़リジナル商
品の開発にも力を入れており、全国的な物૴システムを構ണすることで迅
速で஍૨的な商品提供を行っている。また、ஂ 護業に਱けた商品提供・商
品開発にも力を入れており、環境ણ৿として中国の෤化௓ਤのための೘௔
事業も行っている。

物૴の現場でのペーパーレス化を目੐した水৙ਓ業では、フज़ークリフ
トにタブレットഈଜを取り付けてૐ品作業を஍૨的に行えるようなシス
テムをਫ਼ୈ。フज़ークリフトのஷ৿に耐えうるタブレット製品を探してい
た中で、Dell Latitude 12 Ruggedタブレットの堅牢性の高さに注目した。

ಠಛओとの業ਜに対応するために 
ঽ社開発を行う
水৙ਓ業は、関東、૸୴、ઋఱ川の3つの物૴७ンターを中心に全国の੾

業所にもಠಛを構え、商品を迅速にඍけられる৬制をତえている。৊社の
情報システム課は、社৩がストレスなく஍૨的に業ਜが行えるように、シ
ステムをঽ社開発することをモットーにしていると、水৙ਓ業株式会社 

情報システム課 課長の田中ྯ໲氏は話す。「たとえば、物૴システムを構
ണしようとしても、ಠಛの大きさなどによって作業の૴れは大きく౮なり
ます。೑رには3つの物૴७ンターがあり、各੾業所にもಠಛがありますが、
それझれ౮なるシステムにする必要があるため、外部に੻౏して開発して
もらうことは୔しくなります。お客様のओ要஦やシステムを使う現場の要
஦に迅速かつ柔軟に対応するためにも、ঽ社開発が必要だと考えています」。

また、ঽ社開発することによって、業ਜのৄઉしを行えるなど、さまざま
なメリットが生まれると田中氏は話す。「よりよいシステムを構ണするた
めには、現場のਔৄをしっかりとୂく必要があります。1つのチームとして
現場とともに話し合いながらシステムをঽ社開発することによって、業ਜ
の૴れをৄઉして、より஍૨的な૴れにすることができます。現場と一ค
に作ることで、しっかりとシステムを使ってくれるようになり、૦ਝ的な
੝ఒ案や要஦も出てくるようになります」。

水৙ਓ業では、社内の標૆PCをデル製にするなど、੗くの IT機器でデ
ル製品をણ用している。「以৐は、他社の製品を使っていたのですが、サポー
トに物足りなさを૎じていました。価ત面で優ਜ਼と考えてデル製品を使い
出したのですが、サポートや保ஹの対応が非常によくて満足しています。
他社では、ユー२登録が必須となっていますが、੗くの機器を使っている
と登録の作業だけで大きなௌ力がかかってしまいます。デルは、ユー२登
録の必要がないことも非常に助かっています。5年間のサポートを選वこ
とができることも、デル製品を使っている理由の1つです」と田中氏はୁる。

フज़ークリフトഈଜやさまざまな
タブレットからRuggedを選択 

水৙ਓ業では、以৐から物૴システムでタブレットを使えないかとਫ਼ୈ
していた。ಠಛの作業では、ૐ品リストを౛で出力してフज़ークリフトの
作業৩にநして作業を行うが、౛の出力の手間を੄き、ペーパーレス化を
௕ろうと考えていたのだ。また、一般的な販売૲ではすべての商品にバー
コードが付けられているが、੗くの商品をඞう水৙ਓ業では、6સங২の
商品にしかバーコードが付けられていないという事情もあった。「ঁンディ
ターミナルを使った物૴システムを構ണすることもਫ਼ୈしていましたが、
ঁンディターミナルの画面では৵さすऍて情報量が足りないことが課題
となりました。バーコードがない商品をૐ品・ਫ਼品するためには、商品の
情報をできるだけ画面に表示させてਫしい商品かどうかを確認する必要
があります」と田中氏。

フज़ークリフトには、各社から専用の੤ൗഈଜが提供されているが、コ
ストが高いため導入しづらかった。また、他社のフज़ークリフトには付け
られないという制限が付けられている場合があったり、専門の業者に取り
付けをൂ౅する必要があり、取り外しができないことも問題だった。やはり、
タブレットを導入する্১が最ిではないかと田中氏はਖ਼૵したという。

「フज़ークリフトのஷ৿に耐えられ、 
ಠಛ内の௯やऺこり、ಒのဂさなどに 

対応できるタブレットを探して、 
これまでのサポートのよさを考え、
Latitude 12 Ruggedタブレットが 

最ిだとਖ਼૵しました」

水৙ਓ業株式会社
情報システム課
課長
田中 ྯ໲ 氏



「組み੢みOSの 

フज़ークリフトഈଜではなく、 
Windowsの開発環境を利用できるので、 
柔軟なアプリ開発が行えました。 
੝ఊや੝ఒも迅速に行えるので、 
現場の要஦に応えることが 

できると思います」

水৙ਓ業株式会社
関東物૴७ンター
੦ୌシステム課
஬水 ᅔ࿎ 氏

さまざまなタブレットをਫ਼ୈしたが、iPadなどの一般的なタブレットで
はフज़ークリフトのஷ৿に耐えられないとਖ਼૵。また、ત安のAndroidタ
ブレットでശれたら入れ替えるऺうがコスト的に安くなるのではないか
とਫ਼ୈしたが、故௽時のメンテナンスの手間を考えれば、現実的ではない
とਖ਼૵された。「やはり、最も心ଦしたのはフज़ークリフトのஷ৿で、これ
に耐えられるタブレットでなければならないと考えました。また、ಠಛに
は௯も入ってきてऺこりなどもあるので、防塵性能も必要で、ಒ場のဂさ
にも耐えられる製品を求めていました」と田中氏は話す。

さまざまな選択肢の中から、堅牢性を考えてパナソニック製の
TOUGHPADにৠまりかけたと話す田中氏は、デルに堅牢性の高いタブ
レットがないかを問い合わせて、ੂ めてLatitude 12 Ruggedタブレット
のோ૔をੴったという。「TOUGHPADとૻຎしても、十分なスペックと
堅牢性があり、価ત面でも優ਜ਼であるとਖ਼૵しました。これまでのデルの
サポート対応のよさや、5年サポートを選べることもৠめ手になりました」
と田中氏。

アプリをঽ社開発して 
作業஍૨の਱上も目੐す
水৙ਓ業では、今৚ 16台のLatitude 12 Ruggedタブレットを導入し、

13台のフज़ークリフトに取り付け、1台を開発用に、もう 1台を੒૟として
ણ用している。ଋり1台は、近日中に導入されるৗしいフज़ークリフト用だ。
Latitude 12 Ruggedタブレットを採用することによって、フज़ークリフ
トഈଜの઄分くらいのコストで導入できたと田中氏は説明する。

タブレット側では、水৙ਓ業がঽ社開発したアプリが利用されている。
「ঁンディターミナルやフज़ークリフトഈଜとは౮なり、Windowsで開発
が行えるので、柔軟に開発できたことがよかったですね。現場のਔৄをୂ
いて੝ఒやఊਫを行う場合にも、ಞଫく対応できます。これからは、定期的
に現場のਔৄをୂいて、よりよいアプリになるように੝ఒしていきたいで
すね」と関東物૴७ンター ੦ୌシステム課の஬水ᅔ࿎氏は話す。アプリの
開発では、情報量とৄやすさのバランスに最も気をാったと஬水氏は話し、
文ஊの大きさにこだわったと説明する。また、タブレットの画面が大きい
ऺうが表示できる情報量が੗くなるが、画面が大きすऍると視界をᄭって
しまうため、12インチくらいがよいと評価していることも明かしてくれた。

水৙ਓ業では、タブレットの導入によって、ૐ品リストを౛に出力して
ல分けする手間やフज़ークリフトの作業৩が定期的にૐ品リストを取り
に来る手間などがかからなくなり、ペーパーレスとともに作業஍૨が਱上
するのではないかと想定し、人によって作業஍૨に差が出なくなることも
期待している。

専門スタッフへの 
お問い合わせ

お客様導入事例の一覧は 
こちらから

この記事を共有するDellのタブレットの 
詳細はこちらから

水৙ਓ業株式会社
情報システム課
課長
田中 ྯ໲ 氏

水৙ਓ業株式会社
関東物૴७ンター
੦ୌシステム課
஬水 ᅔ࿎ 氏

常に情報ઽૐを行って 
作業しやすい環境を提供する
田中氏は、常に現場のଢをୂいて作業しやすい環境を提供することが重

要だと説明する。「今৚はタブレットでしたが、ల来的にウख़ラブルഈଜな
どを使う૭能性も考えて、どのような製品が出てくるのかに注目していま
す。୦を取り入れれば現場が作業しやすくなるのか、常に情報ઽૐして考
えていくことが೑رの役સだと思っています。ঽ分たちだけで情報ઽૐす
るのには限界があるので、デルのようなメーカーには今後も情報提供や提
案を行ってऺしいですね」と田中氏は話す。

水৙ਓ業では、今৚の関東物૴७ンターへのタブレット導入をຜજりに、
ଋりの2つの物૴७ンターや全国の੾業所のಠಛにもタブレット導入を
ਤめていきたいと考えている。「今後は、タブレットをણ用して、どれくら
いの時間をかけて作業をしているのか、どれくらいのコストがかかってい
るのかをৄえる化して、物૴৽ાをしっかりとཔ඼し、業ਜ੝ఒとコスト
చ੖につなऑたいですね」と最後に田中氏は話してくれた。

水৙ਓ業では、機能性の高いෆ材や଎ራ品を今後も迅速かつ柔軟に外୫
ਓ業に຅ಿし続け、物૴、੾業、商品開発の業ਜ੝ఒを行うことでさらなる
サービスの強化を行っていく。
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タンカーでも使える

防爆性能
防爆に対応したタブレットを用ਔ
することでエンドユー२の選択肢
がઁがり、タンカーやLNG船でも
システムを利用できる。

10時間以上
連続༎৿
デュアル・ホットスワップ・バッ
テリで、アプリॣーションを൷じ
なくてもバッテリ交換が૭能で、
10時間以上の連続༎৿が૭能。

ソリューション
クライアントソリューション ٴ
 -  Dell Latitude 12 Ruggedタブレット

クライアントサポート٭エンタープライズ ٴ
 -  Dell ProSupport

ビジネス課題
本船運航サポートや水先人（水先案内人）の着離桟操船支援システムとし
て i.Masterを提供している日本海洋科学では、タンカーや LNG船でも
৊システムを提供できるように、防爆対応のDell Latitude 12 Rugged

タブレットを൹客に提供している。

導入஍ટ
デバイスのラインナップに防爆対応のDell Latitude 12 Ruggedタブ  ٴ
レットを加えることによって、タンカーやLNG船でも i.Masterをણ
用できる。

デュアル・ホットスワップ・バッテリで、アプリॣーションを൷じな  ٴ
くてもバッテリ交換が૭能で、10時間以上の連続༎৿が૭能。

海上や港湾での利用で日差しが強くても視認性が高く、防水にも対応  ٴ
しているため、安心して利用できる。

タンカーやLNG船の 
操船支援システムのデバイスとして
堅牢で高性能な防爆対応タブレットを採用
日本海洋科学では、৊社が提供する操船支援や本船૰視を行うシステム
「i.Master」のデバイスとして、Dell Latitude 12 Ruggedタブレットを採用。
タンカーやLNG船などの厳しい安全性を求められる船舶でも i.Masterを
利用できるようにした。

コンサルティング システム販売  |  日本

株式会社日本海洋科学（以ৣ、日本海洋科学）は、海事コンサルティング
や船舶運航コンサルティングなどの、海事専門のコンサルティング会社だ。
また、社内に大஑フルミッション操船シミュレータなどを用ਔし、これら
をણ用した操船訓練やBRM（Bridge Resource Management）訓練、൥
ಆなどを提供し、操船シミュレータや着離桟操船支援システムの販売も行っ
ている。

着離桟操船支援や航行支援、本船૰視システムとして i.Masterシリーズ
を提供している日本海洋科学では、タンカーや LNG船などの船ଶウィン
グでも利用できるタブレットとしてDell Latitude 12 Ruggedタブレット
を採用。船のரథや利用環境によって選択できるタブレットを増やすこと
で、ユー२の利೶性を拡大している。

日本の海の課題に取り組んできた 
日本海洋科学

1985年のਝয়以ఋ、日本海洋科学では、日本最大の海の総合コンサルタ
ントとして、海運業界に大きな貢献をટたしてきた。「この数十年で海運業
界は、大きく3つの課題を್えています」と話す株式会社日本海洋科学 常
ਜ取ഁ役 博士（商船学）の川瀬雅勇己氏は、日本海洋科学がこれらの課題
にどのように貢献してきたかを説明する。

1つ目は環境問題で、CO2చ੖が求められている中、これまで重అを೤
મとしていた船舶は、LNG（ั化ଠேफ़ス）や水ಞを೤મとすることに注
目がૐまり、さまざまなプロジख़クトがਤんでいる。また、船の解৬にも厳
しい目が਱けられ、リサイクルなどを行うように求められているのだ。日
本海洋科学では、৊社のコンサルティング事業の中で、LNGや水ಞの安全
性の੦૆作りや、৊社の৽ୡに੦づいた国への提案などを行ってきた。

2つ目は、船の IoT化への対応だ。「陸上にૻべて船や海上での IT化は೚
れています」と話す川瀬氏は、これまで海上ではୋయ通ਦのスピードやय़ャ
パシティを確保するのが୔しかったと説明する。しかし、最近では高速な
通ਦが૭能なୋయが出てきて、海でも IoTやAI、ビッグデータなどのૼ୒
を利用する機運が高まってきているという。日本海洋科学では IoTૼ୒を
使った船の運航૾யデータのઽૐや、安全運航のための陸と船との情報共
有を考え、システム開発などを行っている。また、海運業界や造船業界、国
ଅ交通੄がਤめる海事生ਓ性୓୵（i-Shipping）のプロジख़クトにも૞加
している。

3つ目は、教育訓練ニーズの高まりだ。日本では、1985年に30,013人い
た外航船৩は、2016年には2,188人となり、஥മな船৩不足にีっている。
「1985年9月に、ನ替レート安定化のためにプラ२合ਔがഁ੥されたが、そ
の後の૶速な৞高で日本人の人੯ાが高くなり、外国人船৩が増えたこと
で、日本人の船৩が੖ってしまった」と川瀬氏は説明する。それにより、船
長ҩ航海士としての৽ୡҩૼ୒が必要な水先人（水先案内人）やドックঐス
ターなどの人材が不足していることも大きな課題だ。「以৐は、船ଭりの৽
ୡと3年以上の船長৽ୡがないと水先人にはなれませんでしたが、現૔は
その৽ୡを持つ人材が大きく不足しています。೑رは、大஑フルミッショ
ン操船シミュレータをણ用することで、船৩や水先人の訓練を通じて後ಲ

。）氏瀬川（」すまいてしトーポサをਛ育者

「一般的な船舶よりも厳しい制限がある 

タンカーやLNG船で 

操船支援システムを使うために、 
防爆対応のタブレットを探していました。 
防水・防塵に優れたタブレットは 

他にもありましたが、 
防爆対応のタブレットは 

デルのLatitude 12 Ruggedタブレット 

しか選択肢がありませんでした」

株式会社日本海洋科学
常ਜ取ഁ役
博士（商船学）
川瀬 雅勇己 氏

シミュレーションルームに大஑船の船ଶ（ブリッジ）をそのままગ現し
た৊シミュレータでは、4K解൸২のプロジख़クターが採用され、360২の
大஑スクリーンに各地の港をગ現することができ、ଠ౜や時間ఝをঽ由に
ਝ定した訓練を行うことが૭能だ。このシステムでは、デルのサーバやワー
クステーションが採用されている。「操船シミュレータを開発し઩めたと
きから、೑رはデル製品を利用してきました。デルは、૿ ਊ者レベルで案੯
のৼ୥ができ、故௽時のサポートやಸ૶時の対応もஅめて、非常に஡ମに
サポートしていただけるというഀ଴がありますね」と川瀬氏は話している。

防爆に対応した 
Dell Latitude 12 Rugged 
タブレットを採用
日本海洋科学は、船৩不足や船の IoT化という課題に対応するために

「i.Masterシリーズ」というシステムを提供している。i.Masterは、ENC（航
海用電子海௕ )を使用し、操船支援、海௕へのユー२情報重႙表示、操船実
績管理・分析などの機能を持ち、ブリッジリソースঐネジメントツールや
陸上からの本船૰視に利用できるツールだ。500トン以上の旅客船および
3,000トン以上のタンカー・貨物船に࿌ൗがଝਜ付けられている電子海
௕表示情報ಎ （઼(Electronic Chart Display and Information System؟
ECDIS）にྥศするPPU（Portable Pilot Unit）である i.Masterを利用す
ることによって、ECDIS運用上でのバックアップとしてのણ用により安
全運航を支援でき、航海実績や操船実績を記録・分析できる機能で事故時
の分析や訓練でのણ用などにも行えるという。また、PPUとして、第三者
認証機関で、船舶ૠતなどを制定する船級ੈ会であるDNV GLの認証を



「明るい場所での視認性、 
ホットスワップ対応のバッテリでの 

長時間利用、海水対応など、 
堅牢で使いやすいタブレットとして 

お客様にお勧めすることができます。 
従来からのデルのサポートにも満足しており、 
お客様から注文が入ってから 

必要な台数をすぐに調達できることも 

安心できます」

株式会社日本海洋科学
海事事業グループ
海事教育チーム／主任インストラクター
海事サービスチーム／チーム長
博士（海事科学）
増田 憲司 氏

i.Masterはウイングなどブリッジ外でも利用するため、タンカーなどでは防
爆対応が必須となる。

取得し、プロユースの操船支援ツールとしての品質を持っていることも特
徴の 1つだ。

i.Masterは、Windowsタブレットで利用することが想定されており、持
ち運べるタブレットでタッチ操作が行え、屋外での視認性が高いデバイス
を使うことが求められていた。「i.Masterは、外国船が来航したときに水先
人が使うなどの目的で使われており、着離桟時にはブリッジだけでなく、
ウィングに出て、岸壁に近づく接近スピードや距離を確認しながら利用す
るため、高性能なWindows 。）氏瀬川（」すまりなと要必がトッレブタ

しかし、一般的な旅客船や貨物船では一般的な防水対応のWindowsタ
ブレットを利用すればよいが、タンカーなどの一部の船舶では、タブレッ
トに対する要求がさらに上がる。「タンカーやLNG船は、一般的な船舶よ
りも厳しい制限が求められ、トランシーバーなどのすべての機器に防爆性
能が求められています。ブリッジ内であれば、防爆に対応していないPC

などを使えますが、水先人が利用するPPUはブリッジ外に持ち出して操
作する必要があるため、防爆対応のデバイスを探していました。防水・防
塵に優れたタブレットは他にもありましたが、防爆対応のタブレットはデ
ルのLatitude 12 Ruggedタブレットしか選択肢がありませんでした」と
川瀬氏は説明する。

防爆対応だけでなく過酷な環境に 
対応できることも魅力
日本海洋科学が i.Master用のタブレットとして、Dell Latitude 12 

Ruggedタブレットを採用したのは、防爆性能以外にもいくつかの理由が
あると、株式会社日本海洋科学 海事事業グループ 海事教育チーム／主任
インストラクター 海事サービスチーム／チーム長 博士（海事科学）の増田
憲司氏は話す。「画面が明るいので、日差しが強い屋外での環境でも十分な
視認性を得られ、問題なく操作できることがよいですね。また、シャット
ダウンしなくても、ホットスワップ対応でバッテリを交換できる点も気に
入っています。利用環境によっては、電源がない場所で十時間以上使い続
けることもあるため、2つのバッテリを使って十数時間連続利用できるこ
とは、PPUの使用デバイスとして重要でした。もちろん、海上で利用する
ため、雨や海水への対応ができることは安心できます」。Dell Latitude 12 

Ruggedタブレットは、屋外での読みやすさが重視されているだけでなく、
手袋を着用しても、手が濡れていてもタッチ操作が行えることも大きな特
徴だ。

Dell Latitude 12 Ruggedタブレットを使った i.Masterは、21隻の外航
船タンカーを所有する会社で実際に利用されているが、非常に高い評価を
得ていると増田氏は話してくれた。「堅牢なタブレットであるため、重量が
問題になるかと思いましたが、お客様からはちょうどよい重さで丈夫であ
ると評価を受けています。また、鮮明なディスプレイで、タッチパネルの反
応がよいことも好評で、Dell Client Command Suiteで管理やシステムの
アップデートなどが容易であることも評価していただいていますね」。

海上や港湾などの過酷な環境で使われるタブレットとして、Dell 

Latitude 12 Ruggedタブレットは、MIL STD-810 Gおよび IEC侵入保護
等級の第三者機関テストによって、過酷な使用に耐える構造が実証されて
いる。また、タッチディスプレイにはCorning Gorilla Glassが採用され、

専門スタッフへの 
お問い合わせ

お客様導入事例の一覧は 
こちらから

この記事を共有するDell Latitude Rugged 
詳細はこちらから

パッシブ冷却とアクティブ冷却を組み合わせた第4世代QuadCoolファ
ンをベースとした排熱管理システムで優れた排熱管理を行えることも大
きな特徴となっている。

日本国内だけでなく、海外でも利用される i.Masterにとっては、使用デ
バイスがグローバルでサポートされることも大きなメリットだ。「外航船
にとっては、グローバルなサポートを受けられることもメリットとなりま
すね。また、システム販売側としては、お客様から注文が入ってから必要
な台数をすぐに調達できることが安心できます。これまでのデルとの付
き合いの中で、納期の短さと柔軟な対応には実績がありますから」と増田
氏は話す。

グローバルでの 
デルのサポートに期待
今後、日本海洋科学では、i.Masterの機能を拡張し、さらに海の安全運航

や海運業界の課題に応えていく必要があると、川瀬氏は話す。「i.Masterに
は、操船支援だけでなく、陸上から船の運航をモニタリングする、事故時の
データを解析するなど、さまざまなニーズがあります。今後は、機能をさら
に強化し、使いやすいツールになるようにしていくことが重要です。Dell 

Latitude 12 Ruggedタブレットがラインナップに加わることで、防爆対
応が重要なタンカーやLNG船での i.Masterのニーズも高まっていくと考
えています」。

「フルミッション操船シミュレータでもデル製品を使っていますが、サ
ポートやパーツの交換などが迅速で、非常に助かっています。シミュレー
タは、海外にも販売しているため、グローバルでのサポートにも期待した
いですね。外航船は、海外の港に着いて1～2日で出て行く必要があるため、
万が一Dell Latitude 12 Ruggedタブレットに不具合が生じた場合にも、
現地で代替品に交換できるようなサポートを受けられることに期待して
います」と最後に川瀬氏は話した。

日本海洋科学は、今後も海事専門の総合コンサルティング企業として海
運業界の課題にチャレンジし、ルール作りの提案やシステム開発、教育訓
練を通じて社会貢献していく。
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